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The Yamanashi Dental Hygiene College. 



 

〈教育理念〉 
 

 

 

 

 

 

〈教育目標と手立て〉 
 

1 口腔保健の専門家として十分な知識と確実な技術力のある歯科衛生士。 

・診療補助、予防処置、保健指導の専門知識と技術を習得し実践できる。 

・ICT、電子化への対応など高度化する歯科医療に対応できる。 

 

 

2 医療人としてしっかりとした医療倫理を持ち、人間性豊かなプロ意識の高い歯科衛生士。 

・患者と十分にコミュニケーションがとれ、心理、QOL を理解し行動できる。 

・ホスピタリティを実践できる。 

 

 

3 いつでもどこでも確実な業務が遂行でき、歯科保健医療と福祉の向上に貢献できる歯科

衛生士。 

・ライフステージにあわせた関連医学知識を持ち多職種と連携して活動ができる。 

・地域保健サービスにおいて、介護技術や社会福祉知識を持ち専門的口腔ケアができる。 

 

豊 か な 人 間 性 と 知 識 と 技 術 の 調 和 を 図 り 、 
人と社会に貢献できる歯科衛生士の育成を目指す。 



 

SYLLABUS（授業計画） 
 

◎ シラバスとは、授業に関する詳細な計画書のことで、皆さんを主体的な学びに導 

くための「学びのナビゲーター」として作成されたものです。 

 

◎ シラバスには、科目名・担当教員・単位数・授業時間数・学習目標・学習目標達 

 成のための手立て・授業期日・授業内容・評価方法・使用教科書（参考図書）など 

皆さんが計画的かつ主体的に学習していくための必要な情報が網羅されています。 

 

◎ シラバスの効果的活用法について 
 

1  各科目の学習目標を必ず確認して、授業や家庭学習に臨むようにしましょう。  

 学習目標には、皆さんが学習する知識や技能が、将来どのように役立つかが明記されて

います。 

 

2 各科目の各回の授業内容を参考にして、毎回の授業ごとに学習目標達成のための  

手立てを確認して、授業や予習に臨むようにしましょう。  

 学習目標達成のための手立てには、学習目標を達成するために必要な皆さんに求められ

る学習能力が明記されています。 

 

3 定期試験に備え、各科目の評価方法を確認するとともに、学習目標達成のための  

手立ての各項目の到達を目指しましょう。    

学習目標達成のための手立ての各項目は、定期試験対策の重要なポイントです。 

 

4 やむを得ない理由等により、授業を欠席した場合は、シラバスにより授業内容や  

目標達成のための手立て等を確認し、自学自習を心がけましょう。  

シラバスの活用により、学習の積み残しをなくしましょう。 

 

5 授業や家庭学習において、常にシラバスを活用し、計画的かつ主体的学習を心がけま

しょう。      

シラバスは、皆さんの「学びのナビゲーター」です。 



科目名 単位数 規定時間数 講師名

心理･行動科学 1 15 前川　真奈美

生物学 2 30 坂本　宏史

化学 1 18 小林　直子

歯科英語 1 15 深沢　富久子

医療倫理 1 15 片岡　有

情報リテラシー 1 15 矢野　泰宏

文章読解・表現法 1 15 入倉　文子

キャリアデザインⅠ 1 15
小林晶秀・ 高見沢亜衣・ 金
丸亜弥・ 林三恵・重野悠

キャリアデザインⅡ 1 15 小林 晶秀・内藤 礼子

解剖学 2 30 坂本　宏史

口腔解剖学 1 24 石山　敦也

生理学・口腔生理学 2 30 三澤　常美

歯牙解剖学 2 30 小林　弘史

組織発生学 1 15 中澤　龍一

生化学・口腔生化学 1 18 阿久津　仁

病理学・口腔病理学 2 30 矢島　幹人

徴生物学・口腔徴生物学 2 30 小野　すみれ

薬理学・歯科薬理学 2 30 藥袋　貴美

感染予防学 1 15 光田　蘭

関連医学Ⅰ（看護法） 2 30 井上　智美　他

口腔衛生学Ⅰ 2 30 髙橋　真言

口腔衛生学Ⅱ 1 18 中川　恵理

保健情報統計学 1 18 中川　恵理

衛生学・公衆衛生学 2 30 由井　秀樹

社会歯科学 1 24 河西　俊文

歯科衛生士概論 1 15 櫻井　美里

口腔保健管理法 1 15
佐藤麻実・輿石信子
土屋あけみ

保存修復学 1 30 中島　崇史

歯内療法学 1 30 寺田　典生

歯周治療学 1 30 玉越　康寛

小児歯科学 1 30 内田　祥

歯科補綴学 1 30 片瀨　志穂

口腔外科学 1 30 三澤　常美

矯正歯科学 1 30 白井　英俊

障害者歯科 1 15 戸澤　寿乃

高齢者歯科 1 15 磯部　明夫

歯科放射線学 1 24 堀田　達也

歯科麻酔学 1 15 三澤　常美

予防処置法　Ⅰ 3 90

予防処置法　Ⅱ 2 60

予防処置法　Ⅲ 3 90

保健指導法　Ⅰ 3 90 小澤 理佳

保健指導法　Ⅱ 2 60 中村更紗・土屋あけみ

栄養指導 1 18 平井　美樹夫

摂食機能療法 1 15 渡邊　賢礼

保健指導法　Ⅲ 1 30 土屋　あけみ

歯科診療補助法Ⅰ 2 60

歯科診療補助法Ⅱ 2 60

歯科診療補助法Ⅲ 1 30

臨床検査法 1 15 長田　美智子

歯科材料学 1 15 米山　好昭

救急法 1 30 有坂　泰志

社会保険 1 27 渡辺　則

臨地・臨床実習Ⅰ 12 540

臨地・臨床実習Ⅱ 8 360

関連医学Ⅱ 1 15 藤井　英治

上級技術Ⅰ 1 15 増田　裕美

上級技術Ⅱ 1 15 福本　晃祐・松下　智恵

コミュニケーション学 1 15
吉田永正・小野真知子・
高見沢亜衣・遠藤智加
子

プレゼンテーション概論 1 15
矢野泰宏・井原純平
山形由紀子・ 国塩哲紀

多職種連携Ⅰ 1 15
辻美代子・森脇正敏・栢
沼卓也・新藤久美・入倉
啓悦

ウェルネストレーニングⅡ 1 15
宮﨑輝・ベッスィーY杉
山・上矢なぎさ・坂田史
麻

9       11        1       　  5     　   7 9       11         1

令和8年度　授業実施計画表

依田　圭吾・渡辺　純
小澤　孝・塩高　顕一郎
秋山　岳・佐藤　麻実
小澤　理佳・塩澤恵子

      　   5         7 9       11         1

1年（59期生） 2年（58期生）

中村更紗・塩澤恵子
輿石信子

小澤理佳・輿石信子・佐
藤麻実・塩澤恵子・櫻井

美里

3年（57期生）

（前） （後） （前） （後） （前） （後）

        　 5         7



令和8年度 第1学年（第５９期生） 
 

前期授業時間表（4月～9月分） 
時  限 １ ２ ３ ４ 

 9：00～10：30 10：40～12：10 13：00～14：30 14：40～16：10 

月 歯牙解剖・ 口腔解剖学・ 

火 キャリアデザインⅠ キャリアデザインⅠ 

水 口腔衛生学Ⅰ 生化学・栄養学 

木 歯科英語・文章読解表現法・歯科衛生士概論 主要三科目 

金 解剖学 感染予防学・化学 

＊主要三科目（予防処置法Ⅲ・保健指導法Ⅲ・診療補助法Ⅲ）は月～金のなかで実施 

＜備 考＞ 

(１) 合 同 実 習（保健指導Ⅰ、Ⅱ） ：９／２９ 

(２) 夏 季 休 業 ：８／１～９／１０ 

 

 

 

後期授業時間表（10月～3月分） 
時  限 １ ２ ３ ４ 

 9：00～10：30 10：40～12：10 13：00～14：30 14：40～16：10 

月 保存修復学・歯科材料学 生理学・心理学・多職種連携Ⅰ 

火 主要三科目 病理学 

水 組織発生学     多諸種連携Ⅰ 

木 歯周治療学・微生物学 小児歯科学・歯内療法学・多諸種連携Ⅰ 

金 生物学・情報リテラシー 薬理学・心理学 

＊主要三科目（予防処置法Ⅲ・保健指導法Ⅲ・診療補助法Ⅲ）は月～金のなかで実施 

＜備 考＞ 

 (１)合 同 実 習（保健指導Ⅰ、Ⅱ） ：１２／９、１／２７ 

(２) 冬 季 休 業 ：１２／２５～１／１０ 

(３) 春 季 休 業 ：３／１５～４／１０ 

時間 

時間 

曜日 

曜日 



科 目 名 単　位 規定時間 担　　当　　講　　師 貢

心 理 ・ 行 動 科 学 1 15 前 川 真 奈 美 1

生 物 学 2 30 坂 本 宏 史 3

化 学 1 18 小 林 直 子 5

歯 科 英 語 1 15 深 沢 富 久 子 7

情 報 リ テ ラ シ ー 1 15 矢 野 泰 宏 9

文 章 読 解 ・ 表 現 法 1 15 入 倉 文 子 11

キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅰ 1 15
小林 晶秀・高見澤
亜衣・金丸 亜弥・林
三 恵 ・ 重 野 悠

13

解 剖 学 2 30 坂 本 宏 史 23

口 腔 解 剖 学 1 24 石 山 敦 也 25

生 理 学 ・ 口 腔 生 理 学 2 30 三 澤 常 美 27

歯 牙 解 剖 学 2 30 小 林 弘 史 29

組 織 発 生 学 1 15 中    澤　    龍    一 31

生 化 学 ・ 口 腔 生 化 学 1 18 阿 久 津 仁 33

病 理 学 ・ 口 腔 病 理 学 2 30 矢 島 幹 人 35

微生物学・口腔微生物学 2 30 小 野 す み れ 37

薬 理 学 ・ 歯 科 薬 理 学 2 30 藥 袋 貴 美 39

感 染 予 防 学 1 15 光 田 蘭 41

口 腔 衛 生 学 Ⅰ 2 30 髙    橋 　   真    言 43

歯 科 衛 生 士 概 論 1 15 櫻 井 美 里 45

保 存 修 復 学 1 30 中 島 崇 史 47

歯 内 療 法 学 1 30 寺 田 典 生 49

歯 周 治 療 学 1 30 玉 越 康 寛 51

小 児 歯 科 学 1 30 内      田　  　    祥 53

ウ蝕･歯周疾患予防処置法 I 3 90
塩 高 顕 一 郎
佐 藤 麻 実 他 55

保 健 指 導 法 I 3 90 小 澤 理 佳 57

栄 養 指 導 1 18 平 井 美 樹 夫 60

歯 科 診 療 補 助 法 I 2 60
中 村 更 紗
塩 澤 恵 子 ・ 輿 石 信 子 62

歯 科 材 料 学 1 15 米 山 好 昭 64

多 職 種 連 携 Ⅰ 1 15
辻 美 代 子 ・ 森 脇 正 敏
栢 沼 卓 也 ・ 新 藤 久 美
入 倉 啓 悦

66
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2026年度  1学年 授業計画
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月30日

科目名 心理・行動科学

分野 担当教員 単位 規定時間 実施予定時間 履修年次 開講学期

基礎 前川 真奈美 1 15時間 15（20） 1学年 前期後期

一般目標・行動目標

＜一般目標＞
日常場面や医療場面で見られる人の多様な行動を理解するために、心理学・行動科学の基本的な知識を習得する。
そして、医療コミュニケーションを行う際に生じる様々な問題・現象を心理学的な観点から考察できるようになる。

＜行動目標＞
（１）心理学の基本的な概念を説明することができる。
（２）心理学の諸理論を用いて、日常生活における様々な行動を説明することができる。
（３）医療分野における心理学の役割を理解し、自分の言葉で説明することができる。
（４）自分や他者の行動変容について、心理学理論を用いた計画を立てることができる。
（５）心理学の観点から見て適切なコミュニケーションを行うことができる。

評価方法

講義テーマごとにリアクションペーパーの提出を求め、これを評価する（36%）。
また、授業最終日に試験を行う（64%）。これらを総合的に評価する。

教科書

なし。

参考図書

なし。資料を配布する。

実務経験のある教員による授業科目の概要

大学講師として実務経験のある教員が講義を行っている。

備考

各授業日（各回）は連続2コマの授業となる（計10回）。
授業内容の理解促進のため、授業中に簡単な心理学実験やワークを体験してもらい、それらに対する各自の考えを発表してもら
う。

1



2026年度  1学年
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月30日

科目名 心理・行動科学

授業回数 年月日 授業内容

第1回 1月18日（月）
3限・4限

３限：オリエンテーション（心理学・行動科学とはどのような学問か）

第2回 1月22日（金）
3限・4限

３限：学習

第3回 1月25日（月）
3限・4限

３限：ストレスと健康

第4回 1月29日（金）
3限・4限

３限：発達、人間関係

第5回 2月1日（月）
3限・4限

３限：コミュニケーション

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)
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2026年度  1学年 授業計画
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月25日

科目名 生物学

分野 担当教員 単位 規定時間 実施予定時間 履修年次 開講学期

専門基礎 坂本 宏史 2 30時間 24（32） 1学年 前期後期

一般目標・行動目標

〈一般目標〉
①一般教養として,生物に共通する特徴を理解したうえで,生物の多様性,ならびに環境が生物に
及ぼす影響について理解し,説明できるようになる。
②専門科目の基礎となる生物学の用語を理解し、使えるようになる。
〈行動目標〉
①生物と無生物について説明できる。
②細胞の構造と構成分子について説明できる。
　③代謝について説明できる。
④単細胞生物・多細胞生物の特徴とそれぞれの長所短所について説明できる。
⑤遺伝子について説明できる。
⑥生殖（種類と方法）および発生について説明できる。
⑦iPS細胞について説明できる。
⑧生物と環境の関係を説明できる。

評価方法

授業内で行う小テスト、グループ発表を評価する。

教科書

視覚でとらえるフォトサイエンス　生物図録/　監修：鈴木孝仁/　数研出版

参考図書

特になし。

実務経験のある教員による授業科目の概要

大学教授・医学博士として実務経験のある教員が講義を行っている。

備考
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2026年度  1学年
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月25日

科目名 生物学

授業回数 年月日 授業内容

第1回 9月25日（金）
1限・2限

①細胞と分子（細胞を構成する分子・細胞の構造とはたらき）

第2回 10月2日（金）
1限・2限

①前回小テスト振り返り　②代謝（酵素の働き・呼吸、光合成）

第3回 10月9日（金）
1限・2限

①前回小テスト振り返り ②遺伝情報の発現

第4回 10月16日（金）
1限・2限

①前回小テスト振り返り　②生殖・発生・遺伝

第5回 10月23日（金）
1限・2限

①前回小テスト振り返り　②体内環境の維持

第6回 10月30日（金）
1限・2限

①前回小テスト振り返り　②生物の防御機構

第7回 11月6日（金）
1限・2限

①前回小テスト振り返り　②生物の進化と化石

第8回 11月13日（金）
1限・2限

①前回小テスト振り返り　②生物と環境についてビデオ視聴
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2026年度  1学年 授業計画
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月25日

科目名 化学

分野 担当教員 単位 規定時間 実施予定時間 履修年次 開講学期

基礎 小林 直子 1 18時間 18（24） 1学年 前期後期

一般目標・行動目標

〈一般目標〉
①物質の成り立ちとその性質を理解する。
②ヒトを構成する物質の構造と特徴を理解する。
③歯科衛生士に必要な科学的なものの見方や考え方を身につける。
〈行動目標〉
（１）原子の構造と電子配置を説明できる。
（２）元素の周期表の特徴を説明できる。
（３）様々な結合(イオン結合、共有結合、水素結合)と物質の性質について、例を挙げて説明できる。
（４）溶液の濃度（パーセント濃度、百万分率）を求めることができる。
（５）有機化合物の特徴を説明できる。
（６）ヒトを構成する物質（糖質、タンパク質、脂質）の構造、分類、性質を説明できる。
（７）日常生活で見られる化学反応や現象（中和反応、浸透圧など）について、例を挙げて説明できる。

評価方法

提出物、授業態度、小テスト、試験などにより総合的に評価する。

教科書

「歯科衛生士教本　化学」医歯薬出版株式会社

参考図書

 

実務経験のある教員による授業科目の概要

高等学校教諭として実務経験のある教員が講義を行っている。

備考
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2026年度  1学年
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月25日

科目名 化学

授業回数 年月日 授業内容

第1回 5月29日（金）
3限・4限 物質の分類、原子の構造と電子配置、問題演習

第2回 6月12日（金）
3限・4限 イオン、唾液中のイオンのはたらき、溶液の濃度、問題演習、小テスト

第3回 6月19日（金）
3限・4限 様々な結合と物質の性質、問題演習、小テスト

第4回 6月26日（金）
3限・4限 水の性質、有機化合物の特徴、糖質の分類と特徴、問題演習、小テスト

第5回 7月3日（金）
3限・4限 アミノ酸とタンパク質、脂質、問題演習、小テスト

第6回 7月10日（金）
3限・4限 日常生活の化学、試験、試験の解説
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2026年度  1学年 授業計画
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月31日

科目名 １歯科英語

分野 担当教員 単位 規定時間 実施予定時間 履修年次 開講学期

基礎 深沢 富久子 1 15時間 15（20） 1学年 前期後期

一般目標・行動目標

【一般目標】  
歯科衛生士として必要な基本的な臨床英会話を身につけ、英語しか話せない患者に対しても、さまざまな状況で円滑にコ
ミュニケーションが取れるようにする。また、適切な口腔衛生指導を英語で行える能力を養う。
【行動目標】
1．患者さんからの電話に英語で適切に対応できる。
２．受付時に、来院目的、保険証の有無、既往歴などの必要な情報を英語で聞き取ることができる。
３．患者さんから症状を英語で聞き取り、歯科医師に正確に伝えることができる。
４．患者さんの不安を軽減し、診察時に必要な指示を英語で適切に行うことができる。
５．ブラッシング指導など、口腔衛生に関する指導を英語で行うことができる。
6．患者さんからの質問に英語で答えることができる。
７．薬の説明を英語で適切に行うことができる。

評価方法

筆記試験、口頭試験　授業に取り組む態度を総合的に評価

教科書

English for Dental Hygienists 　歯科英語の練習帳　萌文書林

参考図書

 

実務経験のある教員による授業科目の概要

 

備考
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2026年度  1学年
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月31日

科目名 １歯科英語

授業回数 年月日 授業内容

第1回 5月14日（木）
1限・2限

・歯科医院への電話予約に応える表現

第2回 5月28日（木）
1限・2限

・診察後の受付での対応。次回の予約、薬の説明、会計の時に使う表現

第3回 6月4日（木）
1限・2限

・虫歯予防やホワイトニングなど歯の手入れに関する表現

第4回 6月11日（木）
1限・2限

・歯周病の予防と治療に関する表現

第5回 7月3日（金）
1限・2限

筆記試験
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2026年度  1学年 授業計画
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月30日

科目名 情報リテラシー

分野 担当教員 単位 規定時間 実施予定時間 履修年次 開講学期

基礎 矢野 泰宏 1 15時間 12（16） 1学年 前期後期

一般目標・行動目標

〔一般目標〕
単に「情報を扱える」だけでなく、現代の情報社会で「安全かつ主体的に判断・行動できる力」を習得する。
〔一般目標〕
（1）情報を正しく集めることができる、情報を読み解くことができる、情報を整理・活用することができる。
（2）適切なツールを利用して、情報を発信することができる。
（3）情報モラル・セキュリティ意識を理解できる。

評価方法

4回目の2限目に実施する習熟度確認試験および出席状況・受講態度・提出課題を総合して評価する。

教科書

各回ごと資料配付, USBメモリ

参考図書

 

実務経験のある教員による授業科目の概要

商業実務専門課程の専門学校教員・通産省情報処理技術者として実務経験のある教員が講義を行っている

備考
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2026年度  1学年
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月30日

科目名 情報リテラシー

授業回数 年月日 授業内容

第1回 11月27日（金）
1限・2限

・情報や情報技術の役割と影響力、情報モラルの必要性、情報に対する責任、情報情報

第2回 12月4日（金）
1限・2限

・Word提出課題の確認

第3回 12月11日（金）
1限・2限

・Excel提出課題の確認

第4回 12月18日（金）
1限・2限

・PowerPoint提出課題の確認
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2026年度  1学年 授業計画
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月26日

科目名 文章読解・表現法

分野 担当教員 単位 規定時間 実施予定時間 履修年次 開講学期

基礎 入倉 文子 1 15時間 12（16） 1学年 前期後期

一般目標・行動目標

一般目標
歯科衛生士が日常的臨床活動を行う上で必要とされる文章を読む力を高め、実用的な文章の書き方を習得する。

行動目標　（１）資料を分析し、読む力を高める。
　　　　　（２）事実と意見を区別し、レポートや小論文を書くことが出来る。
　　　　　（３）美しい文字の書き方を身につける
　　　　　（４）現代敬語のマナーや役割を理解する

評価方法

授業で指示する提出物の期限を守る。授業中に行う小テスト（漢字や慣用句、敬語など）に真剣に取り組む。以上に加えて期末
テストの結果で評価します。

教科書

基礎から学べる文章力ステップ（日本漢字能力検定協会）

参考図書

必要に応じて授業の中で紹介します。

実務経験のある教員による授業科目の概要

高等学校教諭として実務経験のある教諭が授業を行います。

備考

１、２回目の授業の時、２Ｂ程度の濃い鉛筆とよく消える消しゴムを持ってきて下さい。
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2026年度  1学年
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月26日

科目名 文章読解・表現法

授業回数 年月日 授業内容

第1回 4月30日（木）
2限

授業全体の進め方、評価などについて理解する

第2回 5月7日（木）
2限 六度法の基礎を学び、実践する。（その二）

第3回 6月18日（木）
2限

日本語の基礎を学ぶ。話し言葉と書き言葉の違い、句読点の打ち方

第4回 6月25日（木）
2限

第３回の続き、訓読みと音読みの区別、同音異義語や、同訓異字の違いなどをプリント

第5回 7月2日（木）
2限 現代の敬語の基礎を学ぶ。尊敬語、謙譲語、丁寧語の違いについて理解する

第6回 7月9日（木）
2限

意見と事実の違いについて理解し自分の意見を述べる。　　　　　　　　　　　 

第7回 7月16日（木）
2限

常体と敬体の違い、接続詞の上手な使い方、原稿用紙の正しい付き方などについて理解

第8回 7月23日（木）
2限

前期末テスト（小論文）テスト終了後、呼応の副詞について学ぶ。

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

12

http://www.tcpdf.org


2026年度  1学年 授業計画
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月30日

科目名 キャリアデザインⅠ

分野 担当教員 単位 規定時間 実施予定時間 履修年次 開講学期

基礎 高見沢 亜衣 1 15時間 1.5（2） 1学年 前期後期

一般目標・行動目標

歯科衛生士としてどのように働きたいのか考察する。
将来の目的目標を意識した自信のキャリアデザインを深く考える契機とする。

評価方法

出席状況・授業態度・レポート

教科書

オリジナルスライドとワークをこちらで用意します。

参考図書

 

実務経験のある教員による授業科目の概要

担当教員自身の臨床経験をもとに、歯科衛生士としての多様な働き方を知り、自分の進路を具体的に設計できる力を育てる。

備考
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2026年度  1学年
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月30日

科目名 キャリアデザインⅠ

授業回数 年月日 授業内容

第1回 4月23日（木）
2限 歯科衛生士としての多様な働き方を学び、自分のキャリアデザインを考える
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2026年度  1学年 授業計画
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年04月02日

科目名 キャリアデザインⅠ

分野 担当教員 単位 規定時間 実施予定時間 履修年次 開講学期

基礎 小林 晶秀 1 15時間 6（8） 1学年 前期

一般目標・行動目標

歯科衛生士としてのキャリアをゴールから学んでいく授業。
何のために歯科衛生士になるのか、なぜ歯科衛生士になりたいのかを再確認していただく。
学生生活および就職後お金に困らないように基礎的知識を学べる。

評価方法

レポート８０％出席２０％

教科書

学生生活マネー＆キャリア（fp協会）
10代から学ぶパーソナルファイナンス（fp協会）

参考図書

キャリアデザイン

実務経験のある教員による授業科目の概要

FPとして17年活躍。
fpジャーナルの年間12人の一人にも選んでいただき、TVやラジオ、新聞社とのマネーセミナーで伝えている内容を
学生にもわかりやすく、資格の重要性、お金の重要性を伝えます。

備考
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2026年度  1学年
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年04月02日

科目名 キャリアデザインⅠ

授業回数 年月日 授業内容

第1回 5月12日（火）
3限・4限

学生に、パーソナルファイナンスの重要性に気づいてもらうことを目的に、学生生活で

第2回 5月28日（木）
3限・4限

実際に学校生活の中で生徒が直面するお金に関する問題、進学や就職後に必要になるお
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2026年度  1学年 授業計画
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月27日

科目名 キャリアデザインⅠ

分野 担当教員 単位 規定時間 実施予定時間 履修年次 開講学期

基礎 重野 悠 1 15時間 1.5（2） 1学年 前期後期

一般目標・行動目標

〈一般目標〉
生涯にわたって歯科衛生士としてのプロ意識を継続するために自分の歯科衛生士像を追求する意識を身に着ける
〈行動目標〉
企業勤務する上での歯科衛生士の役割と心がけを理解することができる

評価方法

講義終了後のレポート、出席状況、受講態度等で総合的に評価する。

教科書

特になし

参考図書

特になし

実務経験のある教員による授業科目の概要

歯科衛生士として実務経験のある教員が講義を行っている。

備考
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2026年度  1学年
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月27日

科目名 キャリアデザインⅠ

授業回数 年月日 授業内容

第1回 6月16日（火）
2限 企業で勤務する歯科衛生士
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2026年度  1学年 授業計画
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月27日

科目名 キャリアデザインⅠ

分野 担当教員 単位 規定時間 実施予定時間 履修年次 開講学期

基礎 林 三恵 1 15時間 1.5（2） 1学年 前期後期

一般目標・行動目標

(一般目標）生涯にわたって歯科衛生士としてのプロ意識を継続するために自分の歯科衛生士像を探求する意識を身につ
ける。
(行動目標）口腔保健センターをはじめとする一般歯科医院外での歯科衛生士の役割を理解することができる。

評価方法

講義前のアンケート、終了後のレポート、出席状況、受講態度等で総合的に評価する。

教科書

特になし

参考図書

特になし

実務経験のある教員による授業科目の概要

行政・企業の歯科室などに勤務後、山梨口腔保健センターで障害者歯科におよそ15年従事している。

備考
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2026年度  1学年
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月27日

科目名 キャリアデザインⅠ

授業回数 年月日 授業内容

第1回 10月7日（水）
3限 歯科衛生士としての様々な現場での働き方
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2026年度  1学年 授業計画
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年04月02日

科目名 キャリアデザインⅠ

分野 担当教員 単位 規定時間 実施予定時間 履修年次 開講学期

基礎 金丸 亜弥 1 15時間 1.5（2） 1学年 前期後期

一般目標・行動目標

一般目標
生涯にわたって歯科衛生士としてのプロ意識を継続するために自分の歯科衛生士像を探求する意識を身につける
行動目標
地域歯科保健活動における歯科衛生士の役割を理解することができる

評価方法

出席、授業態度、レポート提出

教科書

無し

参考図書

無し

実務経験のある教員による授業科目の概要

歯科衛生士臨床経験23年
山梨県歯科衛生士会公衆衛生理事、降矢歯科クリニック 歯科衛生士マネジャー
在宅療養指導・口腔機能管理認定歯科衛生士、う蝕予防管理認定歯科衛生士、口育士、味覚教室認定講師等他民間認定資格あり

備考
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2026年度  1学年
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年04月02日

科目名 キャリアデザインⅠ

授業回数 年月日 授業内容

第1回 10月7日（水）
4限 歯科衛生士として歯科医院だけでなく地域の分野に関わる働き方
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2026年度  1学年 授業計画
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月25日

科目名 解剖学

分野 担当教員 単位 規定時間 実施予定時間 履修年次 開講学期

専門基礎 坂本 宏史 2 30時間 24（32） 1学年 前期後期

一般目標・行動目標

〈一般目標〉
①解剖学の基本的な知識を理解し、専門科目に対応できる学力を習得する。
②人体の構造について、全体の構成や器官系という概念を理解する。
③器官系を構成する個々の器官や臓器について構造と機能を理解する。
〈行動目標〉
①解剖学の意味について説明できる。
②骨の一般構造と身体各部の主な骨について説明できる。
③筋の種類と特徴、運動について説明できる。
④消化器・呼吸器系の器官と構造を説明できる。
⑤循環器を構成する器官と構造を説明できる。
⑥神経系を構成する細胞と一般構造、中枢神経・末梢神経の意味を説明できる。
⑦身体各部の主な神経の構造と名称について説明できる。
⑧感覚器・泌尿器系の器官と構造を説明できる。
⑨内分泌器・生殖器系の器官と構造を説明できる。

評価方法

授業時間内に行う小テストで評価する。

教科書

歯科衛生学シリーズ 「人体の構造と機能1 解剖学・組織発生学・生理学」

参考図書

特になし。

実務経験のある教員による授業科目の概要

大学教授・医学博士として実務経験のある教員が講義を行っている。

備考
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2026年度  1学年
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月25日

科目名 解剖学

授業回数 年月日 授業内容

第1回 4月24日（金）
1限・2限

解剖学で学ぶこと。身体の区分・解剖学用語について。骨格について。

第2回 5月1日（金）
1限・2限

前回小テストの振り返り。

第3回 5月8日（金）
1限・2限

前回小テストの振り返り。

第4回 5月15日（金）
1限・2限

前回小テストの振り返り。

第5回 5月22日（金）
1限・2限

前回小テストの振り返り。

第6回 5月29日（金）
1限・2限

前回小テストの振り返り。

第7回 6月12日（金）
1限・2限

前回小テストの振り返り。

第8回 6月19日（金）
1限・2限

前回小テストの振り返り。
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2026年度  1学年 授業計画
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月25日

科目名 口腔解剖学

分野 担当教員 単位 規定時間 実施予定時間 履修年次 開講学期

専門基礎 石山 敦也 1 24時間 18（24） 1学年 前期後期

一般目標・行動目標

<一般目標>
1.歯科衛生士業務を行うにあたり必要となる以下の顎顔面口腔の構造、運動機序を理解する。
(1)頭頚部を構成する骨、筋および周囲の神経と脈管の構造
(2)顎関節の構造
(3)唾液腺の構造
(4)咀嚼運動
(5)嚥下時における咽頭の蠕動運動、気道閉鎖のための喉頭の筋の運動
<行動目標>
(1)頭頚部を構成する骨・筋・周囲の神経と脈管、顎関節、唾液腺の各名称を列挙できる
(2)咀嚼運動や嚥下時の一連の運動を説明できる

評価方法

定期試験および授業内の小テスト、授業態度の総合評価による。

教科書

歯科衛生学シリーズ「歯・口腔の構造と機能　口腔解剖学、口腔組織発生学、口腔生理学」

参考図書

口腔解剖学　第2版　医歯薬出版　他

実務経験のある教員による授業科目の概要

大学講師・歯科医師として実務経験のある教員が講義を行っている。

備考

※授業内容、スケジュールは進展状況により変更になる場合があります。
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2026年度  1学年
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月25日

科目名 口腔解剖学

授業回数 年月日 授業内容

第1回 4月27日（月）
3限・4限 授業概要の説明・総論・唾液腺

第2回 5月11日（月）
3限・4限 口腔とその周囲を構成する骨・頭頚部の筋肉

第3回 5月18日（月）
3限・4限 頭頚部の筋肉の作用・顎関節

第4回 5月25日（月）
3限・4限 口腔周囲の脈管・神経

第5回 6月8日（月）
3限・4限 咽頭と喉頭の構造・テスト対策

第6回 6月15日（月）
3限・4限 定期テスト・解説
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2026年度  1学年 授業計画
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月26日

科目名 生理学・口腔生理学

分野 担当教員 単位 規定時間 実施予定時間 履修年次 開講学期

専門基礎 三澤 常美 2 30時間 24（32） 1学年 前期後期

一般目標・行動目標

生体機能に関わる基礎的な生理学・口腔生理学の知識を習得し、人体および口腔の仕組みを理解する

評価方法

授業の際に行う小テスト、出席回数、定期試験の点数及び授業中の態度を参考にして評価する。

教科書

歯科衛生学シリーズ「人体の構造と機能1
解剖学・組織発生学・生理学」「口腔解剖学・口腔組織発生学・口腔生理学」（医歯薬出版）

参考図書

疾患とつながる解剖生理図鑑（永岡書店）

実務経験のある教員による授業科目の概要

生理学は、解剖学と並んで人体の仕組みを理解する上で重要な科目なので基礎的内容をなるべく分かりやすくイラストやAIを活
用して記憶に残るように説明する。授業内容を要約した資料を配布する。

備考
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2026年度  1学年
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月26日

科目名 生理学・口腔生理学

授業回数 年月日 授業内容

第1回 9月14日（月）
3限・4限 生理学とは・細胞の構造と機能、骨格筋の機能、筋と運動

第2回 9月28日（月）
3限・4限 消化・吸収、循環

第3回 10月5日（月）
3限・4限 感覚神経系

第4回 10月26日（月）
3限・4限 呼吸、腎機能と排尿、内分泌、生殖、体温

第5回 11月2日（月）
3限・4限 歯・口腔の機能、味覚と嗅覚、唾液

第6回 11月9日（月）
3限・4限 咬合と咀嚼・吸啜、発声・発語

第7回 11月16日（月）
3限・4限 全体のまとめ・試験対策復習

第8回 11月30日（月）
3限・4限 定期試験および解説
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2026年度  1学年 授業計画
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月25日

科目名 歯牙解剖

分野 担当教員 単位 規定時間 実施予定時間 履修年次 開講学期

専門基礎 小林 弘史 2 30時間 24（32） 1学年 前期後期

一般目標・行動目標

一般目標
歯の形態や特徴の理解し歯の左右差の判別ができる、歯列の特徴を理解する。

行動目標
①各歯牙の特徴について理解する
②歯牙の種類、左右の鑑別ができる
③特徴的な歯の形態や好発部位を理解する
④乳歯と永久歯の違いを理解する
⑤歯の機能を理解する
⑥歯の形態異常や位置異常について鑑別できる
⑦歯列形態、解剖学的咬合平面基準を理解する

評価方法

定期試験

教科書

口腔解剖学・口腔組織発生学・口腔生理学　医歯薬出版

参考図書

参考機材として、当院スタッフが相当な時間を割いて作製した「永久歯、乳歯の1.5倍大の歯牙模型」を授業中に１人につき１セ
ット貸し出します。

実務経験のある教員による授業科目の概要

歯科医師として実務経験のある教員が講義をおこなっている

備考

歯牙解剖の授業時間中にフッ素についての講義をおこないます
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2026年度  1学年
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月25日

科目名 歯牙解剖

授業回数 年月日 授業内容

第1回 4月20日（月）
1限・2限 歯牙解剖総論、歯式、歯の左右の鑑別方法

第2回 4月27日（月）
1限・2限 永久歯（切歯・犬歯）の形態学的特徴

第3回 5月11日（月）
1限・2限 永久歯（小臼歯・大臼歯）の形態学的特徴

第4回 5月18日（月）
1限・2限 乳歯の形態学的特徴

第5回 5月25日（月）
1限・2限 歯の異常

第6回 6月8日（月）
1限・2限 歯列と咬合

第7回 6月15日（月）
1限・2限 総復習

第8回 6月29日（月）
1限・2限 定期試験およびフィードバック
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2026年度  1学年 授業計画
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月30日

科目名 組織発生学

分野 担当教員 単位 規定時間 実施予定時間 履修年次 開講学期

専門基礎 中澤 龍一 1 15時間 13.5（18） 1学年 前期後期

一般目標・行動目標

〈一般目標〉
口腔諸疾患の診断と治療を適切に行うために、人体及び口腔を構成する組織や器官がどの様な概要をたどるか習得する。
〈行動目標〉
(1)エナメル質と象牙質の機能、物理科学性性状、微細構造を説明できる。
(2)歯髄の微細構造と機能、および細胞成分と繊維成分の種類と機能を説明できる。
(3)歯周組織の機能を理解し、セメント質、歯根膜、歯槽骨、歯肉の微細構造を説明できる。
(4)口腔粘膜の微細構造、舌乳頭の種類と微細構造を説明できる。
(5)初期発生と顎・顔面部・口蓋の形成過程について説明できる。
(6)歯胚の発生と象牙質・エナメル質の形成過程について説明できる。

評価方法

定期試験・小テスト・授業態度

教科書

歯科衛生学シリーズ「人体の構造と機能１ 解剖学・組織発生学・生理学」　「口腔解剖学・口腔組織発生学・口腔生理学」
医歯薬出版

参考図書

 

実務経験のある教員による授業科目の概要

歯科医師として実務経験のある教員が講義を行っている。

備考

講義内容再編成のため、講義内容・評価方法が変更となる場合がありますのでご承知おきください。
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2026年度  1学年
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月30日

科目名 組織発生学

授業回数 年月日 授業内容

第1回 9月16日（水）
1限・2限 細胞・DNA・遺伝子

第2回 10月7日（水）
1限・2限 組織

第3回 10月14日（水）
1限・2限 皮膚・発生

第4回 10月21日（水）
1限・2限 歯および歯周組織の構造

第5回 10月28日（水）
1限 定期試験
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2026年度  1学年 授業計画
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月27日

科目名 生化学・口腔生化学

分野 担当教員 単位 規定時間 実施予定時間 履修年次 開講学期

専門基礎 阿久津 仁 1 18時間 18（24） 1学年 前期後期

一般目標・行動目標

生化学とは生物は多様な分子から構成されている生命体であり、生物の生命現象を目で見えない分子レベルの化学反応として理解す
る学問である。
具体的には生物の活動に必要で構成する糖質、脂質、タンパク質、核酸等の構造と機能を分子レベルで理解し、これらの合成や分解
に関わる化学反応（代謝）を理解し、口腔（歯・歯周組織・唾液・歯垢等）においても構成成分や生じる現象を生化学的に学ぶ。
＜行動目標＞
（1）人体の構成要素である細胞の構造と役割を説明できる。
（2）生物の生命維持に不可欠な物質「水」について説明できる。
（3）三大栄養素（糖質・脂質・タンパク質）の構造と種類について説明できる。
（4）人体の構成成分のビタミン・ミネラルについて説明できる。
（5）三大栄養素の消化・吸収・代謝・代謝について説明できる。
（6）遺伝子とタンパク質合成について説明できる。
（7）人体における恒常性の維持について説明できる。
（8）歯と歯周組織、結合組織の組成と機能について説明できる。
（9）血清カルシウムの恒常性とその調節機構について説明できる。
（10）骨形成と石灰化、骨吸収とリモデリングについて説明できる。
（11）唾液の組成と機能について説明できる。
（12）プラークの形成、バイオフィルムについて説明できる。
（13）プラークによる、う蝕発生機構、歯周病発生機構、口臭発生機構について説明できる。
（14）プラークと歯石について説明できる。

評価方法

授業への出席と、次回に前回行った授業の範囲の小テストを最重視し、必要に応じて
レポート提出を課す。

教科書

歯科衛生学シリーズ　人体の構造と機能２　「生化学・口腔生化学」一般社団法人　全国歯科衛生士教育協議会　監修
医歯薬出版株式会社

参考図書

事前に配布する「生化学重要生体物質集」等

実務経験のある教員による授業科目の概要

歯科医師として実務経験のある教員が講義を行っている。

備考

当日の授業の前までに教科書の指定されたページまでを読んでくるようにお願いいたします。
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2026年度  1学年
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月27日

科目名 生化学・口腔生化学

授業回数 年月日 授業内容

第1回 4月22日（水）
3限・4限

序章　生化学・口腔生化学と歯科衛生士　Ⅰ編　人体の代謝と機能

第2回 5月13日（水）
3限・4限

小テスト①　3章　糖質、脂質、タンパク質の代謝　4章

第3回 5月20日（水）
3限・4限

小テスト②　小テスト①の解説　5章　遺伝子とタンパク質合成　6章

第4回 5月27日（水）
3限・4限 小テスト③　小テスト②の解説　2章　硬組織の生化学　（P61～81）

第5回 6月3日（水）
3限・4限

小テスト④　小テスト③の解説　3章　唾液の生化学　4章　プラークの生化学

第6回 6月10日（水）
3限・4限

小テスト⑤　小テスト④の解説　②プラークによるう蝕発生機構・歯周病発生機構・口
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2026年度  1学年 授業計画
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月28日

科目名 病理学・口腔病理学

分野 担当教員 単位 規定時間 実施予定時間 履修年次 開講学期

専門基礎 矢島 幹人 2 30時間 24（32） 1学年 前期後期

一般目標・行動目標

病気の本態を理解し、歯科衛生士として臨床に向けての総合的な基礎知識を習得する。
１）循環障害と関連して炎症（化膿性炎）の成り立ちを説明できる。
２）歯の発育異常および歯の損傷について理解できる。
３）う蝕の本態を理解し、継発疾患（歯髄炎、根尖性歯周炎）について説明できる。
４）歯周病（歯周炎）の本態を理解し、歯科保健指導に応用できる。
５）口腔領域の腫瘍（歯原性腫瘍、口腔がん）について理解できる。

評価方法

定期試験、小テスト、出席状況などの総合評価

教科書

歯科衛生学シリーズ　「疾病の成り立ち及び回復過程の促進1　病理学、口腔病理学」　医歯薬出版

参考図書

 

実務経験のある教員による授業科目の概要

歯科医師（病院勤務、口腔外科専門医）として実務経験のある教員が講義を行っている。

備考

病理学を理解するには、解剖学、組織学、生理学などの基本的な知識が必要です。また、難しい漢字での用語が多いのも
特徴です。先ず、専門用語の意味を　十分理解することが大切です。
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2026年度  1学年
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月28日

科目名 病理学・口腔病理学

授業回数 年月日 授業内容

第1回 9月15日（火）
3限・4限 病理学序論と病因論　遺伝性疾患と先天異常

第2回 10月6日（火）
3限・4限 代謝障害と退行性病変　増殖と修復

第3回 10月13日（火）
3限・4限 循環障害　炎症と免疫応答異常

第4回 10月20日（火）
3限・4限 腫瘍　小テスト（病理学総論）

第5回 10月27日（火）
3限・4限 小テストの復習　歯の発育異常　歯の損傷と着色、付着物

第6回 11月10日（火）
3限・4限 う蝕　象牙質、歯髄複合体の病態　歯周組織の病態

第7回 11月17日（火）
3限・4限 口腔粘膜の病変　口腔領域の嚢胞と腫瘍　小テスト（口腔病理学）

第8回 11月24日（火）
3限・4限 小テストの復習　全体の総括　定期試験、フィードバック
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2026年度  1学年 授業計画
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月30日

科目名 微生物学・口腔微生物学（特講）

分野 担当教員 単位 規定時間 実施予定時間 履修年次 開講学期

 小野 すみれ 2 30時間 24（32） 1学年 前期後期

一般目標・行動目標

〈一般目標〉
①微生物の種類、特徴、培養法および観察法を知る。
②免疫の概念およびメカニズムについて理解する。 
③主な口腔内感染症と原因微生物の関係について理解する。 
④口腔環境と口腔常在微生物の関係を理解する。 

〈行動目標〉
（１）微生物の特徴およびその病原性、疾患との関連について説明できる。
（２）口腔領域の微生物叢やプラークの形成、病原性について説明できる。
（３）生体防御機構としての免疫システムの作用機序を説明できる。

評価方法

授業態度、出席状況、定期試験の総合評価による。

教科書

最新歯科衛生士教本
疾病の成り立ち及び回復過程の促進2「微生物学」医歯薬出版

参考図書

口腔微生物学・免疫学　第4版　医歯薬出版他

実務経験のある教員による授業科目の概要

歯科臨床に従事した実務経験を有する教員が、臨床での感染症や口腔衛生管理と関連付けながら、国家試験対策を意識した解説
を行う。

備考
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2026年度  1学年
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月30日

科目名 微生物学・口腔微生物学（特講）

授業回数 年月日 授業内容

第1回 9月24日（木）
1限・2限 授業概要の説明・微生物の形態と一般性状、分類

第2回 10月8日（木）
1限・2限 主な病原微生物と病原性Ⅰ（細菌・真菌）

第3回 11月5日（木）
1限・2限 主な病原微生物と病原性Ⅱ（ウイルス）

第4回 11月26日（木）
1限・2限 微生物の観察方法及び培養方法

第5回 12月17日（木）
1限・2限 口腔感染症（う蝕病原菌・歯周病原菌の病原性）

第6回 1月14日（木）
1限・2限 生体防御と免疫のメカニズムⅠ

第7回 1月21日（木）
1限・2限 生体防御と免疫のメカニズムⅡ

第8回 1月28日（木）
1限・2限 定期テスト
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2026年度  1学年 授業計画
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月26日

科目名 薬理学・歯科薬理学

分野 担当教員 単位 規定時間 実施予定時間 履修年次 開講学期

専門基礎 藥袋 貴美 2 30時間 24（32） 1学年 前期後期

一般目標・行動目標

＜一般目標＞
歯科衛生士として必要な薬理学の基礎知識を習得し、生体と薬物の関りを理解する。
総論では薬物療法の目指すもの、薬物の作用機序や薬物動態（吸収・分布・代謝・排泄）、薬効に影響する因子、副作用
及び相互作用、薬物の安全な取り扱いや管理を学ぶ。
各論では、様々な疾病に対して臨床上用いられる代表的な治療薬の作用機序、性質、副作用について体系的に学ぶ。また
口腔に固有の作用を持つ薬物や歯科領域の治療薬及び予防薬について学ぶ。
＜行動目標＞
（1）薬物動態（吸収、分布、代謝、排泄）について説明できる。
（2）薬物の作用に影響する因子、副作用及び相互作用について説明できる。
（3）薬物の安全な取り扱いや管理ができる。
（4）種々の疾病に対して臨床上用いられる代表的な治療薬の名称、作用機序、特性、救作用について知識を得る。
（5）歯科衛生士として患者の持つ薬手帳から必要な情報を得ることができる。

評価方法

前期試験（総論）、後期試験（総論・各論）、および出席状況等の総合評価

教科書

歯科衛生学シリーズ「疾病の成り立ち及び回復過程の促進３　薬理学」医歯薬出版

参考図書

歯科衛生士国家試験問題集

実務経験のある教員による授業科目の概要

病院薬剤師として勤務後、調剤薬局薬剤師、地域薬剤師会の生涯教育委員、市立高校の学校薬剤師として経験を積んでいる。看
護学校で薬理学講師の経験もある。

備考
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2026年度  1学年
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月26日

科目名 薬理学・歯科薬理学

授業回数 年月日 授業内容

第1回 10月9日（金）
3限・4限 総論　1～4章

第2回 10月16日（金）
3限・4限 総論　5～8章

第3回 10月23日（金）
3限・4限

前期試験（総論）

第4回 10月30日（金）
3限・4限 各論：循環器系、腎臓に作用する薬、呼吸器系薬、消化器系薬

第5回 11月6日（金）
3限・4限 各論：血液に作用する薬、免疫系薬、悪性腫瘍薬

第6回 11月13日（金）
3限・4限 各論：代謝性疾患薬、炎症と薬、痛みと薬

第7回 11月20日（金）
3限・4限

各論：局所麻酔薬、抗感染症薬、消毒に使用する薬、う蝕予防薬、歯内療法薬、歯周疾

第8回 11月27日（金）
3限・4限 後期試験　解答用紙回収後　解説
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2026年度  1学年 授業計画
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月28日

科目名 感染予防学

分野 担当教員 単位 規定時間 実施予定時間 履修年次 開講学期

専門基礎 光田 蘭 1 15時間 12（16） 1学年 前期後期

一般目標・行動目標

（１）	感染の概念が説明できる。
（２）	標準予防策(スタンダードプレコーション)が説明できる。
（３）	滅菌・消毒の定義が説明できる。
（４）	歯科医療における消毒・滅菌・洗浄・廃棄の基本について説明できる。
（５）	医療安全および感染予防が理解できる。

評価方法

全講義終了後の筆記試験およびレポートにて総合的に評価する。

教科書

「やさしくわかる！感染対策実践ガイド」医歯薬出版

参考図書

「ねころんで読めるCDCガイドライン」　メディカ出版
「これで解決!!すぐ出来る歯医者さんの感染予防-歯科医療現場の感染予防Q&A-」日本医学館

実務経験のある教員による授業科目の概要

大学講師・歯科医師として実務経験のある教員が講義を行っている。

備考
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2026年度  1学年
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月28日

科目名 感染予防学

授業回数 年月日 授業内容

第1回 4月24日（金）
3限・4限 感染予防の基本

第2回 5月1日（金）
3限・4限 滅菌・消毒・洗浄・廃棄の基本

第3回 5月8日（金）
3限・4限 ワクチン・確認テスト

第4回 5月15日（金）
3限・4限 定期試験
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2026年度  1学年 授業計画
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月26日

科目名 口腔衛生学Ⅰ

分野 担当教員 単位 規定時間 実施予定時間 履修年次 開講学期

専門基礎 高橋 真言 2 30時間 24（32） 1学年 前期後期

一般目標・行動目標

歯および口腔の健康を理解し、その疾患と予防についての知識を習得する。

評価方法

受講態度および定期試験

教科書

歯科衛生学シリーズ　歯・口腔の健康と予防に関わる人間と社会の仕組み１　保健生態学（医歯薬出版）

参考図書

 

実務経験のある教員による授業科目の概要

歯科医師として実務経験のある教員が講義を行っている。

備考
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2026年度  1学年
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月26日

科目名 口腔衛生学Ⅰ

授業回数 年月日 授業内容

第1回 5月13日（水）
1限・2限 歯・口腔の健康と予防　総論①

第2回 5月20日（水）
1限・2限 歯・口腔の健康と予防　総論②

第3回 5月27日（水）
1限・2限

歯科疾患の疫学

第4回 6月3日（水）
1限・2限 う蝕の予防

第5回 6月10日（水）
1限・2限 フッ化物によるう蝕の予防①

第6回 6月17日（水）
1限・2限

フッ化物によるう蝕の予防②

第7回 6月24日（水）
1限・2限

その他の疾患・異常の予防

第8回 7月1日（水）
1限・2限 定期試験・定期試験のフィードバック
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2026年度  1学年 授業計画
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月30日

科目名 歯科衛生士概論

分野 担当教員 単位 規定時間 実施予定時間 履修年次 開講学期

専門 櫻井 美里 1 15時間 13（17） 1学年 前期後期

一般目標・行動目標

〈一般目標〉
歯科衛生を実践して健康づくりを支援するために、業務内容について理解し、論理的思考法の基礎を習得する。
〈行動目標〉
(1)歯科衛生士の定義を述べることができる。
(2)歯科衛生業務を述べることができる。
(3)歯科衛生実践のための理論を述べることができる。
(4)歯科衛生過程について説明することができる。
(5)多職種の業務を概説することができる。
(6)医療人としての基本的態度について理解することができる。

評価方法

授業態度　提出物　「こどもの城フェスタ」参加　定期試験

教科書

歯科衛生学概論（医歯薬出版）

参考図書

 

実務経験のある教員による授業科目の概要

歯科衛生士として実務経験のある教員が授業を行っている。

備考

「こどもの城フェスタ」の参加時間も授業時間に含まれている。
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2026年度  1学年
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月30日

科目名 歯科衛生士概論

授業回数 年月日 授業内容

第1回 4月30日（木）
1限 序章・第1章～第3章

第2回 6月25日（木）
1限 第4章～第6章

第3回 7月2日（木）
1限 第7章・第8章

第4回 7月9日（木）
1限 第９章～第11章

第5回 9月24日（木）
3限・4限 第12章・まとめ

第6回 10月28日（水）
3限・4限 定期試験　定期試験フィードバック　第13章
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2026年度  1学年 授業計画
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月31日

科目名 保存修復学

分野 担当教員 単位 規定時間 実施予定時間 履修年次 開講学期

専門 中島 崇史 1 30時間 24（32） 1学年 前期後期

一般目標・行動目標

う蝕の分類や治療について学び説明できるようにする
歯牙の形態異常や先天異常について学び説明できるようにする
光学印象、CAD/CAMシステムなどデジタル機器を用いた診療について学び説明できるようにする

評価方法
定期テスト
小テスト
課題レポート
出席、欠席を含めた授業態度

教科書

保存修復学・歯内療法学（医歯薬出版株式会社）

参考図書

 

実務経験のある教員による授業科目の概要

 

備考
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2026年度  1学年
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月31日

科目名 保存修復学

授業回数 年月日 授業内容

第1回 9月14日（月）
1限・2限 保存修復学　総論

第2回 9月28日（月）
1限・2限

う蝕の分類

第3回 10月5日（月）
1限・2限

診査、診断

第4回 10月26日（月）
1限・2限

小テスト1回目

第5回 11月2日（月）
1限・2限 コンポジットレジン

第6回 11月9日（月）
1限・2限

小テスト2回目

第7回 11月16日（月）
1限・2限

ホワイトニング（オフィスとホーム）

第8回 11月30日（月）
1限・2限

定期テスト
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2026年度  1学年 授業計画
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年04月03日

科目名 歯内療法学

分野 担当教員 単位 規定時間 実施予定時間 履修年次 開講学期

専門 寺田 典生 1 30時間 24（32） 1学年 後期

一般目標・行動目標

歯内療法の基礎知識と疾患の病態を理解し、診療補助および口腔保健指導を適切に行うための基礎能力を養う

評価方法

中間試験（40%）
期末試験（60%）
その他授業態度などを考慮して総合的に判定

教科書

歯科衛生学シリーズ 保存修復学・歯内療法学（医歯薬出版）

参考図書

 

実務経験のある教員による授業科目の概要

 

備考
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2026年度  1学年
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年04月03日

科目名 歯内療法学

授業回数 年月日 授業内容

第1回 10月8日（木）
3限・4限

歯科保存学概論

第2回 10月29日（木）
3限・4限

歯髄疾患

第3回 11月12日（木）
3限・4限

歯髄保存療法

第4回 11月26日（木）
3限・4限

まとめ

第5回 12月10日（木）
3限・4限

根管治療

第6回 12月17日（木）
3限・4限

外科的歯内療法

第7回 1月21日（木）
3限・4限

歯内療法における安全対策

第8回 1月28日（木）
3限・4限

まとめ・国家試験問題解説
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2026年度  1学年 授業計画
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月30日

科目名 歯周治療学

分野 担当教員 単位 規定時間 実施予定時間 履修年次 開講学期

専門 玉越 康寛 1 30時間 24（32） 1学年 前期後期

一般目標・行動目標

歯科衛生士業務を行うために必要な歯周組織に生じる疾患の種類、診断および治療の基本を理解する。
（１）正常な歯周組織を図説できる
（２）歯周病の種類と病態を説明できる
（３）歯周治療の流れを説明できる
（４）歯周病の診査を実施し、検査結果が解釈できる
（５）歯周治療の術式と適応症を説明できる
（６）歯周外科治療の術式と適応症を説明できる
（７）歯周外科治療の介助の概要を説明できる
（８）歯周治療後の再評価ができる
（９）歯周治療後のメインテナンスの意義を説明できる

評価方法

ミニテスト・授業態度・出席・定期試験ならびに平常点

教科書

歯科衛生学シリーズ 歯周病学 第2版

参考図書

 

実務経験のある教員による授業科目の概要

歯科医師として実務経験のある教員が講義を行っている

備考
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2026年度  1学年
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月30日

科目名 歯周治療学

授業回数 年月日 授業内容

第1回 9月17日（木）
1限・2限 歯周治療と歯科衛生士の役割

第2回 10月1日（木）
1限・2限

ミニテスト

第3回 10月22日（木）
1限・2限

ミニテスト

第4回 10月29日（木）
1限・2限

ミニテスト

第5回 11月12日（木）
1限・2限

ミニテスト

第6回 11月19日（木）
1限・2限

ミニテスト

第7回 12月3日（木）
1限・2限

ミニテスト

第8回 12月10日（木）
1限・2限

定期試験
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2026年度  1学年 授業計画
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年04月03日

科目名 小児歯科学

分野 担当教員 単位 規定時間 実施予定時間 履修年次 開講学期

専門 内田 祥 1 30時間 24（32） 1学年 前期後期

一般目標・行動目標

〈一般目標〉
小児の心身の成長、発育を理解し、小児歯科診療における診療の補助ができる知識を研修するとともに小児期の口腔疾患の予防処置及び
口腔保健指導を担当するために必要な知識を習得する。
小児期の口腔疾患の予防処置及び口腔保健指導を担当するために必要な知識を習得する。
〈行動目標〉
(1)小児の心身の発育、発達過程を説明できる。
(2)小児歯科と成人歯科の違いを理解する。
(3)顎顔面の発達歯列咬合の成長過程を説明できる。
(4)口腔機能の正常な発達過程を説明できる。
(5)小児期のう蝕の特徴を説明できる。
(6)小児期の歯周疾患の特徴を説明できる。
(7)小児虐待の特徴を理解し、歯科的アプローチを説明できる。
(8)小児患者への対応法を説明できる。
(9)小児歯科における診療体系を理解する。
(10)障害児の特徴と障害児への対応を理解する。
(11)障害児の歯科治療における歯科衛生士の役割を説明できる。
(12)小児歯科における診療補助に必要な知識と技能を理解する。
(13)小児に対する歯科予防処置に必要な知識と技能を理解する。
(14)小児および保護者に対する歯科保健指導に必要な知識と技能を理解する。

評価方法

定期試験、レポート、小テスト、出席状況や授業態度等による総合評価

教科書

歯科衛生学シリーズ「小児歯科」　医歯薬出版

参考図書

 

実務経験のある教員による授業科目の概要

歯科医師として実務経験のある教員が講義を行っている。

備考

授業内容確認の小テスト、あるいはレポートを実施します。
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2026年度  1学年
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年04月03日

科目名 小児歯科学

授業回数 年月日 授業内容

第1回 9月17日（木）
3限・4限 小児歯科概論・小児の心身の発育・生理的特徴・顔面頭蓋の発達

第2回 10月1日（木）
3限・4限 歯の発育とその異常・歯列咬合の発育と異常

第3回 10月21日（水）
3限・4限 小児の歯科疾患・小児虐待

第4回 11月5日（木）
3限・4限 小児期の特徴と歯科的問題点・小児歯科における患者対応法

第5回 11月19日（木）
3限・4限 小児歯科における診療体系（小児の歯冠修復・小児の歯内療法　他）

第6回 12月3日（木）
3限・4限 小児歯科における診療体系（小児の外科的処置・外傷の処置・咬合誘導　他）

第7回 1月14日（木）
3限・4限 う蝕予防・小児の口腔保健管理、歯科診療室と器材の管理

第8回 2月18日（木）
3限・4限 定期試験、試験終了後に試験問題解説・復習
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2026年度  1学年 授業計画
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月26日

科目名 ウ蝕・歯周疾患予防処置法Ⅰ

分野 担当教員 単位 規定時間 実施予定時間 履修年次 開講学期

専門 佐藤 麻実 3 90時間 77.5（103） 1学年 前期後期

一般目標・行動目標

〈一般目標〉
人々の歯・口腔の健康に関する基礎を学び健康な生活を支援するために プロフェッショナルケアの知識・技術・態度を修得する

〈行動目標〉

(1) 歯科予防処置論の定義、予防の概念を説明できる

(2) 口腔、歯周組織を説明できる

(3) 口腔内の情報収集の目的や得られる情報を説明できる

(4) 各種スケーラーの種類と特徴を説明できる

(5) 各種スケーラーを適切に操作できる

(6) 歯面研磨、歯面清掃をスケーリングなどの手技と併せて操作できる

(7) 実習時に感染予防対策が実施できる

(8) 患者に配慮した各種実習を実践できる

評価方法

筆記試験　実技試験　学習成果　ポストテスト　授業態度　出席　提出物　等　総合評価で判断する

教科書

歯科衛生学シリーズ「歯科予防処置論・歯科保健指導論　第二版」

参考図書

 

実務経験のある教員による授業科目の概要

歯科医師・歯科衛生士として実務経験のある教員が講義を行なっている

備考
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2026年度  1学年
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月26日

科目名 ウ蝕・歯周疾患予防処置法Ⅰ

授業回数 年月日 授業内容

第1回 4月20日（月）
3限・4限 総論I

第2回 4月28日（火）
1限・2限 総論II

第3回 5月7日（木）
1限 使用器具　実習着配布　服装指導

第4回 5月12日（火）
1限・2限

実習時の服装　写真撮影

第5回 5月19日（火）
1限・2限

姿勢・ポジション・ミラー操作

第6回 5月26日（火）
1限・2限 シックルスケーラー実習Ⅰ

第7回 6月2日（火）
1限・2限 シックルスケーラー実習Ⅱ

第8回 6月9日（火）
1限・2限 シックルスケーラー実習Ⅲ

第9回 6月23日（火）
1限・2限 シックルスケーラー小テスト

第10回 7月8日（水）
1限・2限 指数Ⅰ

第11回 7月15日（水）
1限・2限 指数Ⅱ

第12回 11月18日（水）
1限・2限 歯面研磨　講義実習

第13回 11月20日（金）
1限・2限

プロービング講義

第14回 11月24日（火）
1限・2限 キュレットスケーラー講義

第15回 12月1日（火）
1限・2限 キュレットスケーラー実習1

第16回 12月1日（火）
3限・4限 プロービングマネキン実習

第17回 12月8日（火）
1限・2限 キュレットスケーラー実習2

第18回 12月8日（火）
3限・4限 歯面研磨マネキン実習

第19回 12月11日（金）
3限・4限 キュレットスケーラー小テスト

第20回 12月15日（火）
1限・2限 パワースケーラー講義・実習

第21回 12月15日（火）
3限・4限 同上

第22回 12月16日（水）
3限・4限 学習成果発表会

第23回 12月22日（火）
1限・2限 歯面清掃機　講義・実習

第24回 12月22日（火）
3限・4限 同上

第25回 1月19日（火）
1限・2限 プロービング相互実習

第26回 1月19日（火）
3限・4限 同上

第27回 1月26日（火）
1限・2限 スケーラー　歯面研磨相互実習

第28回 1月26日（火）
3限・4限 同上

第29回 2月1日（月）
1限・2限 定期試験（実技・筆記）

第30回 2月5日（金）
3限・4限 フィードバック
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2026年度  1学年 授業計画
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年04月02日

科目名 保健指導法Ⅰ

分野 担当教員 単位 規定時間 実施予定時間 履修年次 開講学期

専門 小澤 理佳 3 90時間 87（116） 1学年 前期後期

一般目標・行動目標

〈一般目標〉
歯科保健指導および健康教育を行うために必要な基本的技能を学び、臨床および地域保健活動に対応しうる知識と技術お
よび態度をアクティブラーニングを活用し、習得する
〈行動目標〉
（1）歯科保健指導の意義を説明できる
（2）健康の概念を説明できる
（3）口腔清掃用具について、種類、構造、特徴、選択条件を述べることができる
（4）口腔清掃用具について、適切な使用と説明ができる
（5）各種ブラッシング方法の特徴を説明し、実施することができる
（6）医療面接を理解することができる
（7）食生活指導のための基礎知識について述べることができる
（8）健康教育を理解し、３分間のスピーチを実施できる
（9）個別用指導媒体に必要な資料を収集できる
（10）各ライフステージ別の一般的特徴、口腔の特徴、歯科保健行動を説明できる
（11）各ライフステージに応じた歯科保健指導（口腔清掃指導・食生活指導・生活習慣指導）ができる

評価方法

定期試験（筆記・実技）、各回のプレテスト・ポストテスト、レポート、課題提出、出席状況等総合評価

教科書

歯科衛生学シリーズ　「予防処置・保健指導」「保健生態学」（医歯薬出版）
「オーラルヘルスケア事典」（学建書院）

参考図書

 

実務経験のある教員による授業科目の概要

歯科衛生士として実務経験がある教員が講義を行っている

備考

※オンライン授業に変更になる事もあり
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2026年度  1学年
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年04月02日

科目名 保健指導法Ⅰ

授業回数 年月日 授業内容

第1回 4月21日（火）
1限・2限 総論・概要

第2回 4月23日（木）
3限・4限 保健行動支援・健康教育

第3回 4月30日（木）
3限・4限 情報収集・医療面接

第4回 5月7日（木）
3限・4限 口腔清掃用具

第5回 5月19日（火）
3限・4限 口腔清掃補助用具実習

第6回 5月21日（木）
1限・2限 聖愛事前

第7回 6月1日（月）
1限・2限 聖愛幼稚園実習（前半）

第8回 6月1日（月）
3限・4限 聖愛幼稚園（後半）

第9回 6月16日（火）
3限・4限 口腔観察・歯肉の観察

第10回 6月26日（金）
1限・2限 ブラッシング法実習

第11回 7月2日（木）
3限・4限 口腔の機能・話法

第12回 7月6日（月）
3限・4限 歯垢染色法・染出し実習・PCR（オンライン）

第13回 7月7日（火）
3限・4限 100％磨き実習

第14回 7月10日（金）
1限・2限

ライオンセミナー

第15回 7月17日（金）
1限・2限 食生活指導の基礎（栄養）

第16回 7月23日（木）
3限・4限 中間試験（ブラッシング法筆記）/夏期課題配布・説明（栄養・全身疾患の基礎知識）

第17回 7月24日（金）
3限・4限 染出し実習・相互（術者磨き・電動）

第18回 7月27日（月）
1限・2限 妊産婦期の対応

第19回 9月16日（水）
3限・4限 全身疾患の基礎知識グループワーク（作問）

第20回 9月29日（火）
1限・2限 合同実習①（前半）

第21回 9月29日（火）
3限・4限 合同実習①（後半）

第22回 10月14日（水）
3限・4限 乳児期の対応学齢期の対応

第23回 10月27日（火）
1限・2限 幼児期の対応

第24回 11月25日（水）
1限・2限 学齢期の対応

第25回 12月2日（水）
1限・2限 青年期（思春期含む）の対応

第26回 12月9日（水）
1限・2限 合同実習②

第27回 12月18日（金）
3限・4限 成人期の対応

第28回 12月23日（水）
1限・2限 老年期の対応

第29回 1月13日（水）
1限・2限 ライフステージ発表（レポート提出）

第30回 1月15日（金）
3限・4限 定期試験（筆記・実技）
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2026年度  1学年
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年04月02日

科目名 保健指導法Ⅰ

授業回数 年月日 授業内容

第31回 1月20日（水）
2限 追試験/フィードバック・補習

第32回 1月27日（水）
1限・2限 合同実習③
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2026年度  1学年 授業計画
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月31日

科目名 １栄養指導

分野 担当教員 単位 規定時間 実施予定時間 履修年次 開講学期

専門 平井 美樹夫 1 18時間 15（20） 1学年 前期後期

一般目標・行動目標

一般目標
適切な歯科保健指導を行うために、食習慣とう蝕や歯周病との関連、全身の健康状態の把握、食べる事の始まりが口であ
ることから、食・栄養に関する基礎的な知識を習得する。
行動目標
1	食生活の現状の問題点とその対応施策について説明できる
2	栄養素の働きを説明できる
3	栄養素別の消化吸収について説明できる
4	日本人の食事摂取基準から必要なエネルギーや栄養素の量を推測することができる
5	食品成分表から実際に摂取したエネルギーや栄養素の量を推測することができる
6	健康状態を口腔機能や食・栄養と組み合わせて評価できる
7	健康状態を維持回復するための栄養・食品・食べ方について説明できる
8	ライフステージに合わせたエネルギーや栄養素の説明ができる
9	疾病等の症状に配慮した栄養の取り方を説明できる
10	栄養士と連携できるように栄養ケア・マネジメントを理解する

評価方法

定期試験

教科書

人体の構造と機能3　栄養学　一般社団法人全国歯科衛生士教育協議会監修　医歯薬出版

参考図書

 

実務経験のある教員による授業科目の概要

管理栄養士で、山梨県職員として、保健所、健康増進課、県立病院で歯科保健とも関わってきた。

備考
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2026年度  1学年
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月31日

科目名 １栄養指導

授業回数 年月日 授業内容

第1回 6月24日（水）
3限・4限 栄養学と歯科衛生士、食生活を取り巻く施策、栄養素の種類と働き、栄養素の消化吸収

第2回 7月1日（水）
3限・4限 食事摂取基準と食品の安全、前半まとめ、小テストと解説、食事と食品

第3回 7月8日（水）
3限・4限 ライフステージごとの対応、調理形態と栄養状態

第4回 7月15日（水）
3限・4限 栄養ケア・マネジメント、後半まとめ、小テストと解説

第5回 7月22日（水）
3限・4限 期末テスト実施、期末テスト解説、他職種連携、様々な事例検討
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2026年度  1学年 授業計画
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月26日

科目名 歯科診療補助法Ⅰ

分野 担当教員 単位 規定時間 実施予定時間 履修年次 開講学期

専門 中村 更紗 2 60時間 61（79） 1学年 前期後期

一般目標・行動目標

〈一般目標〉歯科診療における歯科衛生士の診療補助業務を理解し、基本的な知識と技術、態度を習得する
〈行動目標〉
（１）歯科衛生士の業務・法的位置づけを説明できる
（２）歯科診療における感染予防対策について説明し、実践できる
（３）歯科診療室の設備・環境について説明できる
（４）共同動作の概念を理解し、各種共同動作を実施できる
（５）診療の内容に沿った器械の名称・用途・取り扱い方を習得できる
（６）各種歯科材料の特徴を理解し、取り扱い方を習得できる

評価方法

定期試験（筆記・実技）、プレ・ポストテスト、提出物、授業態度等により総合的に評価
歯科医院見学も含む（夏季休暇中）

教科書

歯科衛生学シリーズ「歯科診療補助論」「保存修復・歯内療法」「小児歯科」「歯科材料」「歯科衛生士のための最新歯周病学
」「やさしくわかる感染対策実践ガイド」

参考図書

「保健生態学」

実務経験のある教員による授業科目の概要

歯科衛生士として実務経験のある教員が講義を行っている

備考

７時間以上の歯科医院見学（夏季休暇中）を実施しなければ、登院試験受験資格を得られない
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2026年度  1学年
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月26日

科目名 歯科診療補助法Ⅰ

授業回数 年月日 授業内容

第1回 5月14日（木）
3限・4限 ①歯科診療補助の概念、法的位置づけ、授業の受け方

第2回 5月21日（木）
3限・4限 ②・歯科診療室の基礎知識、受診の流れ・基本器具、薬品・材料の管理

第3回 5月22日（金）
3限・4限 　・共同動作・実習室の使用説明

第4回 6月4日（木）
3限・4限 ③各種印象材の知識（アルジネートを含む）

第5回 6月18日（木）
3限・4限 ④・感染予防Ⅰ・Ⅱ（医療安全とユニバーサルプレコーション等）（消毒と滅菌）

第6回 6月22日（月）
1限・2限 　・アルジネート印象材の取り扱い

第7回 6月25日（木）
3限・4限 ⑤中間実技試験（感染予防）

第8回 7月27日（月）
3限・4限 ⑥・アルジネート印象採得（模型実習）

第9回 7月28日（火）
3限・4限 　・ライティング、ポジショニング、バキューム操作Ⅰ（模型実習）

第10回 10月20日（火）
1限・2限 ⑦・歯科用石膏の知識と取り扱い

第11回 10月22日（木）
3限・4限 　・アルジネート印象債特（相互実習）

第12回 11月10日（火）
1限・2限 ⑧・寒天連合印象（模型）（ポスト含む）　

第13回 11月17日（火）
1限・2限 　・ライティング・ポジショニング・バキューム操作Ⅱ（相互）

第14回 11月25日（水）
3限・4限 ⑨保存修復の器具器材（隔壁（模型））

第15回 12月4日（金）
3限・4限 ⑩歯周疾患の器具器材

第16回 12月7日（月）
3限・4限 ⑪小児歯科治療の診療補助

第17回 12月14日（月）
3限・4限 ⑫定期試験（筆記・器具・実技）

第18回 12月21日（月）
3限・4限 ⑬フィードバック
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2026年度  1学年 授業計画
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年04月01日

科目名 歯科材料学

分野 担当教員 単位 規定時間 実施予定時間 履修年次 開講学期

専門 米山 好昭 1 15時間 15（20） 1学年 前期後期

一般目標・行動目標

一般目標：歯科材料の基本的な性質を理解し、適切な使用方法を理解する。
行動目標：①基本性質を説明できる。　②長所、短所を説明できる。
③スムーズな診療介助ができる。④臨床現場で応用できる。

評価方法

定期試験

教科書

歯科材料学　医歯薬出版

参考図書

 

実務経験のある教員による授業科目の概要

歯科医師　歯科材料学講師

備考
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2026年度  1学年
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年04月01日

科目名 歯科材料学

授業回数 年月日 授業内容

第1回 12月7日（月）
1限・2限 歯科材料の基礎知識、　成形修復材料

第2回 12月14日（月）
1限・2限 印象材、模型用材料、ワックス、仮封材

第3回 12月21日（月）
1限・2限

暫間被覆材と仮着用セメント、合着材、接着材、金属、セラミックス、その他の歯科材

第4回 1月18日（月）
1限・2限 模擬試験、フィードバック

第5回 1月25日（月）
1限・2限 定期試験、フィードバック
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2026年度  1学年 授業計画
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月28日

科目名 多職種連携Ⅰ

分野 担当教員 単位 規定時間 実施予定時間 履修年次 開講学期

選択必修 辻 美代子 1 15時間 3（4） 1学年 前期後期

一般目標・行動目標

＜一般目標＞
医療の専門職である歯科衛生士として他職種の名称及び役割を知り、多職種協働の「チーム医療」へのかかわりを理解す
る。
＜行動目標＞
（1）歯科衛生士とかかわる主な医療専門職の名称・役割を知る。
（2）「訪問口腔管理」を理解し歯科衛生士としての基本的な知識を習得する。
（3）多職種連携による「チーム医療」への歯科衛生士のかかわりを考える。

評価方法

グループワーク発表・出席状況

教科書

配布資料

参考図書

在宅訪問における口腔ケア：牛山京子著（医歯薬出版）

実務経験のある教員による授業科目の概要

歯科衛生士として実務経験のある教員が講義を行っている。

備考
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2026年度  1学年
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月28日

科目名 多職種連携Ⅰ

授業回数 年月日 授業内容

第1回 11月18日（水）
3限・4限

主な医療専門職の名称・役割について　　「訪問口腔管理」の実際　

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

67

http://www.tcpdf.org


2026年度  1学年 授業計画
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年04月03日

科目名 多職種連携Ⅰ

分野 担当教員 単位 規定時間 実施予定時間 履修年次 開講学期

選択必修 新藤 久美 1 15時間 3（4） 1学年 後期

一般目標・行動目標

〈一般目標〉
（１）言語聴覚士の業務内容について学習する。
（２）歯科と言語聴覚士がどのように連携できるかを学習する。

〈行動目標〉
言語聴覚士という職種について基本的な知識を身に付け、言語聴覚士と連携する方法について理解する。

評価方法

講義修了後の小テストあるいはレポート、出席状況、受講態度等で総合的に評価する。

教科書

特になし

参考図書

特になし

実務経験のある教員による授業科目の概要

言語聴覚士として歯科において実務経験のある教員が講義を行っている。

備考
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2026年度  1学年
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年04月03日

科目名 多職種連携Ⅰ

授業回数 年月日 授業内容

第1回 1月15日（金）
1限・2限 言語聴覚士について、言語聴覚士と歯科との連携について
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2026年度  1学年 授業計画
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月26日

科目名 多職種連携Ⅰ

分野 担当教員 単位 規定時間 実施予定時間 履修年次 開講学期

選択必修 入倉 啓悦 1 15時間 3（4） 1学年 前期後期

一般目標・行動目標

〈一般目標〉
①社会福祉士や介護支援専門員はどのような職種であるかを理解する。
②専門多職種との連携の在り方を理解する。

〈行動目標〉
①社会福祉士、介護支援専門員について、その職種の理解ができる。
②社会福祉士及び介護福祉士法、介護保険法など、各法律に基づいてそれぞれの職種の根拠となる事の理解ができる。
③各専門職種がどのような役割を持っているのかを理解できる。
④歯科衛生士の立場から他の専門職とどのような連携が必要になってくるのかを理解する事ができる。
⑤多職種連携そのものの理解ができ、イメージする事ができる。

評価方法

授業態度、試験(小テスト)などにより総合的に評価する。

教科書

なし

参考図書

なし

実務経験のある教員による授業科目の概要

 

備考

 

70



2026年度  1学年
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月26日

科目名 多職種連携Ⅰ

授業回数 年月日 授業内容

第1回 1月22日（金）
1限・2限 授業
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2026年度  1学年 授業計画
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月28日

科目名 多職種連携Ⅰ

分野 担当教員 単位 規定時間 実施予定時間 履修年次 開講学期

選択必修 栢沼 卓也 1 15時間 3（4） 1学年 前期後期

一般目標・行動目標

〈一般目標〉
リハビリテーション専門職を知ることで、将来働く上で求められる他職種連携に必要な知識を習得する
〈行動目標〉
①リハビリテーション専門職を知る
②作業療法士とは何かを知る
③作業療法士が行なう評価やプログラムを知る
④姿勢とポジショニングについて理解する
⑤摂食嚥下に関して知る

評価方法

授業時間内で行なう小テストで評価を行なう

教科書

なし

参考図書

脳卒中×臨床OT、姿勢を意識した神経疾患患者の食べられるポジショニング、日本作業療法士協会HPなどを参考図書にして講
義資料を作成している

実務経験のある教員による授業科目の概要

急性期・回復期・生活期で作業療法士として勤務経験のある講師が授業を行なう

備考
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2026年度  1学年
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月28日

科目名 多職種連携Ⅰ

授業回数 年月日 授業内容

第1回 2月4日（木）
3限・4限

①リハビリテーション専門職とは
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2026年度  1学年 授業計画
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年04月03日

科目名 多職種連携Ⅰ

分野 担当教員 単位 規定時間 実施予定時間 履修年次 開講学期

選択必修 森脇 正敏 1 15時間 3（4） 1学年 前期後期

一般目標・行動目標

理学療法士の役割と身体機能の基礎を理解し、歯科衛生士業務との関連性を学ぶ。
行動目標
・理学療法士の役割と業務内容を学ぶ
・歯科衛生士との関連性を学ぶ

評価方法

・授業内での理解度（発言・参加態度）
・実技への参加状況

教科書

特に指定なし（配布資料を使用）

参考図書

・運動学、解剖学に関する基礎書
・姿勢・動作分析に関する資料
（※必要に応じて授業内で紹介）

実務経験のある教員による授業科目の概要

理学療法士として医療機関および地域におけるリハビリテーション、運動指導の実務経験をもとに、歯科衛生士の業務との関連
性を学習する。身体の使い方や、口腔機能と全身の関係について、実技を交えて学習する。

備考
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2026年度  1学年
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年04月03日

科目名 多職種連携Ⅰ

授業回数 年月日 授業内容

第1回 2月8日（月）
3限・4限 理学療法士について
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２０２6 年度 
 

シ ラ バ ス 
 

 

 

第 2 学年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

The Yamanashi Dental Hygiene College. 



 

〈教育理念〉 
 

 

 

 

 

 

〈教育目標と手立て〉 
 

1 口腔保健の専門家として十分な知識と確実な技術力のある歯科衛生士。 

・診療補助、予防処置、保健指導の専門知識と技術を習得し実践できる。 

・ICT、電子化への対応など高度化する歯科医療に対応できる。 

 

 

2 医療人としてしっかりとした医療倫理を持ち、人間性豊かなプロ意識の高い歯科衛生士。 

・患者と十分にコミュニケーションがとれ、心理、QOL を理解し行動できる。 

・ホスピタリティを実践できる。 

 

 

3 いつでもどこでも確実な業務が遂行でき、歯科保健医療と福祉の向上に貢献できる歯科

衛生士。 

・ライフステージにあわせた関連医学知識を持ち多職種と連携して活動ができる。 

・地域保健サービスにおいて、介護技術や社会福祉知識を持ち専門的口腔ケアができる。 

 

豊 か な 人 間 性 と 知 識 と 技 術 の 調 和 を 図 り 、 
人と社会に貢献できる歯科衛生士の育成を目指す。 



 

SYLLABUS（授業計画） 
 

◎ シラバスとは、授業に関する詳細な計画書のことで、皆さんを主体的な学びに導 

くための「学びのナビゲーター」として作成されたものです。 

 

◎ シラバスには、科目名・担当教員・単位数・授業時間数・学習目標・学習目標達 

 成のための手立て・授業期日・授業内容・評価方法・使用教科書（参考図書）など 

皆さんが計画的かつ主体的に学習していくための必要な情報が網羅されています。 

 

◎ シラバスの効果的活用法について 
 

1  各科目の学習目標を必ず確認して、授業や家庭学習に臨むようにしましょう。  

 学習目標には、皆さんが学習する知識や技能が、将来どのように役立つかが明記されて

います。 

 

2 各科目の各回の授業内容を参考にして、毎回の授業ごとに学習目標達成のための  

手立てを確認して、授業や予習に臨むようにしましょう。  

 学習目標達成のための手立てには、学習目標を達成するために必要な皆さんに求められ

る学習能力が明記されています。 

 

3 定期試験に備え、各科目の評価方法を確認するとともに、学習目標達成のための  

手立ての各項目の到達を目指しましょう。    

学習目標達成のための手立ての各項目は、定期試験対策の重要なポイントです。 

 

4 やむを得ない理由等により、授業を欠席した場合は、シラバスにより授業内容や  

目標達成のための手立て等を確認し、自学自習を心がけましょう。  

シラバスの活用により、学習の積み残しをなくしましょう。 

 

5 授業や家庭学習において、常にシラバスを活用し、計画的かつ主体的学習を心がけま

しょう。      

シラバスは、皆さんの「学びのナビゲーター」です。 



科目名 単位数 規定時間数 講師名

心理･行動科学 1 15 前川　真奈美

生物学 2 30 坂本　宏史

化学 1 18 小林　直子

歯科英語 1 15 深沢　富久子

医療倫理 1 15 片岡　有

情報リテラシー 1 15 矢野　泰宏

文章読解・表現法 1 15 入倉　文子

キャリアデザインⅠ 1 15
小林晶秀・ 高見沢亜衣・ 金
丸亜弥・ 林三恵・重野悠

キャリアデザインⅡ 1 15 小林 晶秀・内藤 礼子

解剖学 2 30 坂本　宏史

口腔解剖学 1 24 石山　敦也

生理学・口腔生理学 2 30 三澤　常美

歯牙解剖学 2 30 小林　弘史

組織発生学 1 15 中澤　龍一

生化学・口腔生化学 1 18 阿久津　仁

病理学・口腔病理学 2 30 矢島　幹人

徴生物学・口腔徴生物学 2 30 小野　すみれ

薬理学・歯科薬理学 2 30 藥袋　貴美

感染予防学 1 15 光田　蘭

関連医学Ⅰ（看護法） 2 30 井上　智美　他

口腔衛生学Ⅰ 2 30 髙橋　真言

口腔衛生学Ⅱ 1 18 中川　恵理

保健情報統計学 1 18 中川　恵理

衛生学・公衆衛生学 2 30 由井　秀樹

社会歯科学 1 24 河西　俊文

歯科衛生士概論 1 15 櫻井　美里

口腔保健管理法 1 15
佐藤麻実・輿石信子
土屋あけみ

保存修復学 1 30 中島　崇史

歯内療法学 1 30 寺田　典生

歯周治療学 1 30 玉越　康寛

小児歯科学 1 30 内田　祥

歯科補綴学 1 30 片瀨　志穂

口腔外科学 1 30 三澤　常美

矯正歯科学 1 30 白井　英俊

障害者歯科 1 15 戸澤　寿乃

高齢者歯科 1 15 磯部　明夫

歯科放射線学 1 24 堀田　達也

歯科麻酔学 1 15 三澤　常美

予防処置法　Ⅰ 3 90

予防処置法　Ⅱ 2 60

予防処置法　Ⅲ 3 90

保健指導法　Ⅰ 3 90 小澤 理佳

保健指導法　Ⅱ 2 60 中村更紗・土屋あけみ

栄養指導 1 18 平井　美樹夫

摂食機能療法 1 15 渡邊　賢礼

保健指導法　Ⅲ 1 30 土屋　あけみ

歯科診療補助法Ⅰ 2 60

歯科診療補助法Ⅱ 2 60

歯科診療補助法Ⅲ 1 30

臨床検査法 1 15 長田　美智子

歯科材料学 1 15 米山　好昭

救急法 1 30 有坂　泰志

社会保険 1 27 渡辺　則

臨地・臨床実習Ⅰ 12 540

臨地・臨床実習Ⅱ 8 360

関連医学Ⅱ 1 15 藤井　英治

上級技術Ⅰ 1 15 増田　裕美

上級技術Ⅱ 1 15 福本　晃祐・松下　智恵

コミュニケーション学 1 15
吉田永正・小野真知子・
高見沢亜衣・遠藤智加
子

プレゼンテーション概論 1 15
矢野泰宏・井原純平
山形由紀子・ 国塩哲紀

多職種連携Ⅰ 1 15
辻美代子・森脇正敏・栢
沼卓也・新藤久美・入倉
啓悦

ウェルネストレーニングⅡ 1 15
宮﨑輝・ベッスィーY杉
山・上矢なぎさ・坂田史
麻

9       11        1       　  5     　   7 9       11         1

令和8年度　授業実施計画表

依田　圭吾・渡辺　純
小澤　孝・塩高　顕一郎
秋山　岳・佐藤　麻実
小澤　理佳・塩澤恵子

      　   5         7 9       11         1

1年（59期生） 2年（58期生）

中村更紗・塩澤恵子
輿石信子

小澤理佳・輿石信子・佐
藤麻実・塩澤恵子・櫻井

美里

3年（57期生）

（前） （後） （前） （後） （前） （後）

        　 5         7



令和8年度 第２学年（第５８期生） 
 

前期授業時間表（4月～9月分） 
時  限 １ ２ ３ ４ 

 9：00～10：30 10：40～12：10 13：00～14：30 14：40～16：10 

月 医療倫理 主要３科目 

火 
高齢者歯科 

摂食機能療法・口腔保健管理 

コミュニケーション学 

水 歯科補綴学 放射線学 

木 口腔衛生学Ⅱ・口腔外科学 障害者歯科・コミュニケーション学 

金 矯正歯科学 歯科麻酔学 

＊主要三科目（予防処置法Ⅲ・保健指導法Ⅲ・診療補助法Ⅲ）は月～金のなかで実施 

＜備 考＞ 

(１) 合 同 実 習（保健指導Ⅰ、Ⅱ）：９／２９ 

(２) 夏 季 休 業：８／１～９／１０ 

(３) 登院試験： ６／３０ 

 

 

後期授業時間表（10月～3月分） 
時  限 １ ２ ３ ４ 

 9：00～10：30 10：40～12：10 13：00～14：30 14：40～16：10 

月 臨地床実習事前・臨地臨床実習Ⅰ 臨地臨床実習事前・臨地臨床実習Ⅰ 

火 臨地臨床実習Ⅰ 臨地臨床実習Ⅰ 

水 主要三科目 口腔保健管理 

木 
口腔保健管理・臨地臨床実習Ⅰ 

コミュニケーション学・臨地臨床実習事前 

臨地臨床実習Ⅰ 

金 臨地臨床実習事前・臨地臨床実習Ⅰ 臨地臨床実習事前・臨地臨床実習Ⅰ 

＊主要三科目（予防処置法Ⅲ・保健指導法Ⅲ・診療補助法Ⅲ）は月～金のなかで実施 

＜備 考＞ 

(１) 合 同 実 習（保健指導Ⅰ、Ⅱ） ：１２／９、１／２７ 

(２) 臨地臨床実習Ⅰ：１期 １０／８～１２／１５ 

(３) 臨地臨書実習Ⅰ：２期 １／１４～２／２６ 

(４) 臨地臨床実習Ⅰ修了試験：３／３ 

(５) 冬 季 休 業 ：１２／２５～１／１０ 

(６) 春 季 休 業 ：３／１５～４／１０ 

時間 

時間 

曜日 

曜日 



科 目 名 単　位 規定時間 担　　当　　講　　師 貢

医 療 倫 理 1 15 片 岡 有 1

口 腔 衛 生 学 Ⅱ 1 18 中 川 恵 理 3

口 腔 保 健 管 理 法 1 15
佐 藤 麻 実 ・ 輿 石 信 子
土 屋 あ け み 5

歯 科 補 綴 学 1 30 片 瀨 志 穂 7

口 腔 外 科 学 1 30 三 澤 常 美 9

矯 正 歯 科 学 1 30 白 井 英 俊 11

障 害 者 歯 科 1 15 戸 澤 寿 乃 13

高 齢 者 歯 科 1 15 磯 部 明 夫 15

歯 科 放 射 線 学 1 24 堀 田 達 也 17

歯 科 麻 酔 学 1 15 三 澤 常 美 19

ウ蝕・歯周疾患予防処置法Ⅱ 2 60 渡 辺 純 ･ 塩 澤 恵 子 他 21

保 健 指 導 法 Ⅱ 2 60 中 村 更 紗 ・ 土 屋 あ け み 23

摂 食 機 能 療 法 1 15 渡 邊 賢 礼 25

歯 科 診 療 補 助 法 Ⅱ 2 60
塩 澤 恵 子
中 村 更 紗 ・ 輿 石 信 子 27

臨 地 実 習 ・ 臨 床 実 習 Ⅰ 12 540
小 澤 理 佳 ・ 輿 石 信 子
佐 藤 麻 実 ・ 塩 澤 恵 子
櫻 井 美 里

29

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 学 1 15
吉 田 永 正 ・ 仁 科 加 代 子
小野真知子・高見沢亜衣
遠 藤 智 加 子
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2026年度  2学年 授業計画
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年04月01日

科目名 医療倫理

分野 担当教員 単位 規定時間 実施予定時間 履修年次 開講学期

基礎 片岡 有 1 15時間 12（16） 2学年 前期後期

一般目標・行動目標

〈一般目標〉
患者の主体的治療参加を促すために、患者の安全を最優先して常に患者中心の立場に立つとともに、遵守すべき生命科学·
医学系研究における倫理に関する知識と態度を身に付ける。豊かな人間性と生命の尊厳についての深い自覚を有し、人の
命と健康を守る歯科医師としての義務と責任を自覚する。
〈行動目標〉
1.医の倫理と生命倫理、患者の権利に関する規範、国際規範の歴史的経緯と諸問題を理解している。
2.臨床(生と死に関わる問題を含む)に関する倫理的問題を理解している。
3.患者の自己決定権と患者が自己決定できない場合の対応を理解している。
4.インフォームド·コンセントの意義、重要性及び必要な説明事項を理解している。
5.医学研究に関する倫理的問題を理解している。
6.研究を医学、医療の発展や患者の利益の増進を目的として行うよう配慮できる。
7.歯科衛生士のプロフェッショナリズムを理解している。
8.コンプライアンスを遵守する。
9.患者との信頼関係構築の重要性を理解している。
10.医療サービスの特殊性(情報の非対称性、医療の不確実性)や治療の限界を理解している。

評価方法

毎回の確認テストおよび定期試験で評価する。

教科書

歯科衛生学シリーズ「歯科医療倫理学」（第2版）医歯薬出版株式会社

参考図書

 

実務経験のある教員による授業科目の概要

本授業は、歯科大学における卒前・卒後教育に関する実務経験を有する教員が担当する。教員は臨床現場に従事してきた経験を
基に、具体的な症例を用いて解説する。これにより、学生は基礎理論を踏まえた意思決定能力を身につけることを目標とする。

備考
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2026年度  2学年
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年04月01日

科目名 医療倫理

授業回数 年月日 授業内容

第1回 5月11日（月）
1限・2限

■なぜ医療倫理を学ぶのか（教科書1章）

第2回 5月18日（月）
1限・2限

■事例（主に臨床倫理）で考えてみよう!

第3回 5月25日（月）
1限・2限

■インフォームドコンセント(教科書 3章)

第4回 6月8日（月）
1限・2限

■総まとめ（キーワード、試験対策）
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2026年度  2学年 授業計画
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年04月01日

科目名 口腔衛生学Ⅱ

分野 担当教員 単位 規定時間 実施予定時間 履修年次 開講学期

専門基礎 中川 恵理 1 18時間 15（20） 2学年 前期後期

一般目標・行動目標

口腔衛生の基本的な知識を理解し、応用力につなげることで、あらゆることに対応できる能力を習得していく。
行動目標
1、基礎知識を身につける。専門的な言葉の意味を理解
2、基礎から応用へと活用できるように全体的な見方ができるようにしていく。
3、自分の言葉で理解し、説明し、他者に対して伝えられる能力を身につけていく。

評価方法

テスト、レポート、出席率、授業態度

教科書

歯科衛生学ｼﾘｰｽﾞ保健生態学

参考図書

KEY WORDS

実務経験のある教員による授業科目の概要

歯科医師として実務経験のある教員が講義を行っている

備考
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2026年度  2学年
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年04月01日

科目名 口腔衛生学Ⅱ

授業回数 年月日 授業内容

第1回 4月16日（木）
1限・2限

衛生とは何か

第2回 4月23日（木）
1限・2限 う蝕の疫学、口腔清掃の疫学、歯周組織の疫学

第3回 5月14日（木）
1限・2限

地域保健、母子保健、学校保健

第4回 5月21日（木）
1限・2限

産業保健

第5回 5月28日（木）
1限・2限

人口について、国際組織についてなど
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2026年度  2学年 授業計画
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年04月01日

科目名 口腔保健管理法

分野 担当教員 単位 規定時間 実施予定時間 履修年次 開講学期

専門 佐藤 麻実 1 15時間 18（24） 2学年 前期後期

一般目標・行動目標

〈一般目標〉
人々のニーズにあった支援内容を提供するために、歯科衛生過程を用いた介入を実践できる

〈行動目標〉
（1）歯科衛生過程の概要を説明できる
（2）歯科衛生過程の目的を説明できる
（3）歯科衛生過程の各構成要素を実施できる
（4）歯科衛生過程における書面化を実施できる

評価方法

定期試験　症例課題提出　等総合的に評価

教科書

歯科衛生学シリーズ「歯科予防処置・歯科保健指導論」医歯薬出版

参考図書

 

実務経験のある教員による授業科目の概要

歯科衛生士として実務経験がある教員が講義を行っている

備考
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2026年度  2学年
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年04月01日

科目名 口腔保健管理法

授業回数 年月日 授業内容

第1回 7月7日（火）
3限・4限 講義I

第2回 7月21日（火）
3限・4限 講義Ⅱ

第3回 9月24日（木）
1限・2限

症例I

第4回 10月6日（火）
1限・2限 ICFの分類

第5回 1月13日（水）
3限・4限 試験準備

第6回 1月20日（水）
3限・4限 定期試験
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2026年度  2学年 授業計画
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月29日

科目名 歯科補綴学

分野 担当教員 単位 規定時間 実施予定時間 履修年次 開講学期

専門 片瀨 志穂 1 30時間 27（36） 2学年 前期後期

一般目標・行動目標

〈一般目標〉
歯質欠損に対する歯冠修復と歯列の一部あるいは全部に対する咬合修復方法を理解する。
〈行動目標〉
（1）歯列の形態と位置関係、顎口腔系の機能、咬合について概説できる。
（2） 補綴装置の種類と適応を説明できる。
（3）支台装置とボンティックの選択、特徴及び製作法を概説できる。
（4）可撤性義歯の支持機構、把持機構及び維持機構を概説できる。
（5）補綴治療に用いられる器材について説明できる。
（6）補綴治療の臨床ステップおよび技工操作を概説できる。
（7）義歯製作のための咬合採得に用いる材料と方法を概説できる。
（8）咬合採得する下顎位と咬合採得方法を概説できる。
（9）義歯の調、リライニング、リベース及び修理を概説できる。
（10）修復後、義歯装着後における定期健診の重要性を説明し、指導できる。

評価方法

定期試験、小テスト、授業態度、その他

教科書

歯科衛生学シリーズ「咀嚼障害・咬合異常1歯科補綴」

参考図書

 

実務経験のある教員による授業科目の概要

歯科医師として実務経験のある教員が講義を行っている。

備考

必要に応じて小テスト等を行う。
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2026年度  2学年
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月29日

科目名 歯科補綴学

授業回数 年月日 授業内容

第1回 5月13日（水）
1限・2限 歯科補綴の概要

第2回 5月20日（水）
1限・2限 補綴歯科治療の基礎知識

第3回 5月27日（水）
1限・2限 補綴歯科治療に関せる検査

第4回 6月3日（水）
1限・2限 クラウンブリッジ治療①

第5回 6月10日（水）
1限・2限 クラウンブリッジ治療②

第6回 6月17日（水）
1限・2限 有床義歯治療①全部床義歯

第7回 6月24日（水）
1限・2限 有床義歯治療②部分床義歯

第8回 7月1日（水）
1限・2限 インプラント治療　特殊な装置を用いる治療 補綴歯科治療における器材の管理

第9回 7月8日（水）
1限・2限 テスト
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2026年度  2学年 授業計画
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月26日

科目名 口腔外科学

分野 担当教員 単位 規定時間 実施予定時間 履修年次 開講学期

専門 三澤 常美 1 30時間 24（32） 2学年 前期後期

一般目標・行動目標

顎顔面、口腔領域に生じる疾患の特徴と診断法、治療法の理解と、外来手術に必要な知識を習得する。

評価方法

定期試験、小テスト、出席状況、授業態度などを総合して判定されます。

教科書

歯科衛生学シリーズ「口腔外科学・歯科麻酔学」（医歯薬出版）

参考図書

 

実務経験のある教員による授業科目の概要

病院歯科口腔外科で扱う５大疾患と歯科医院で使う２大疾患について実際の写真を用いて詳しく解説していきます。CT、MRI、
超音波検査、血液検査、レントゲン検査などの臨床検査について正常と異常を含め、説明します。

備考

実際の講義進行や学生の理解度に応じて、各回の内容は前後する可能性があります。
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2026年度  2学年
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月26日

科目名 口腔外科学

授業回数 年月日 授業内容

第1回 6月11日（木）
1限・2限 口腔外科の概要、先天異常と発育異常

第2回 6月18日（木）
1限・2限 損傷、口腔粘膜疾患

第3回 6月25日（木）
1限・2限 炎症、嚢胞

第4回 7月2日（木）
1限・2限 腫瘍および腫瘍類似疾患

第5回 7月9日（木）
1限・2限 顎関節疾患、唾液腺疾患、神経系疾患

第6回 7月16日（木）
1限・2限 血液疾患、口腔心身症、歯科診療で問題となる全身疾患

第7回 7月23日（木）
1限・2限 診察と診断、手術の基本手技、口腔外科小手術

第8回 7月30日（木）
1限・2限 定期試験および解説
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2026年度  2学年 授業計画
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月28日

科目名 矯正歯科学

分野 担当教員 単位 規定時間 実施予定時間 履修年次 開講学期

専門 白井 英俊 1 30時間 24（32） 2学年 前期後期

一般目標・行動目標

〈一般目標〉
矯正学の基本的な知識を理解し、歯科衛生士としての役割を修得する。
〈行動目標〉
（１）成長と発育の概念および場を説明できる。
（２）不正咬合ついて説明ができる。
（３）正常咬合の概念を述べることができる。
（４）口腔に関する悪習癖について理解できる。
（５）矯正力と歯の移動メカニズムを考察できる。
（６）矯正診断に関する知識を列挙できる。
（７）矯正治療に使用する器材を適切に取り扱うことができる。
（８）矯正装置の作用機序が説明できる。
（９）保定の必要性が理解できる。
（10）歯科矯正治療の実際を把握できる。
（11）歯科矯正治療における歯科衛生士の役割を把握できる。

評価方法

中間試験と期末試験および授業受講態度による採点評価

教科書

歯科衛生学シリーズ　歯科矯正学　第２版　（医歯薬出版）

参考図書

国家試験対策パワーポイント

実務経験のある教員による授業科目の概要

歯科医師として実務経験がある講義を行っている

備考

状況により授業進行速度が変わることがあります
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2026年度  2学年
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月28日

科目名 矯正歯科学

授業回数 年月日 授業内容

第1回 4月17日（金）
1限・2限

Ⅰ編　矯正歯科治療の基礎

第2回 4月24日（金）
1限・2限 ３章　咬合

第3回 5月8日（金）
1限・2限

４症　検査と診断

第4回 5月15日（金）
1限・2限 ６章　矯正歯科治療と装置

第5回 5月22日（金）
1限・2限

［中間試験］　７章　矯正歯科治療の実際

第6回 5月29日（金）
1限・2限

Ⅱ編　矯正歯科治療と歯科衛生士の役割

第7回 6月19日（金）
1限・2限

２章　航空機能療法〈MFT〉

第8回 6月26日（金）
1限・2限

４章　矯正歯科治療に係る歯科衛生の実践
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2026年度  2学年 授業計画
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年04月03日

科目名 障害者歯科

分野 担当教員 単位 規定時間 実施予定時間 履修年次 開講学期

専門 戸澤 寿乃 1 15時間 12（16） 2学年 前期

一般目標・行動目標

〈一般目標〉
障害者への歯科的支援に対して、歯科衛生士として必要な知識と技術を習得する。
〈行動目標〉
(1)障害と障害者についての概念を理解し説明できる。
(2)障害の発生要因、種類、身体的・精神的特徴、歯科的特徴について理解し説明できる。
(3)障害者歯科の特徴、特質、役割、診療時に必要な基本的事項を把握し、対応に必要な歯科衛生士としての知識、役割
を知る。
(4)歯科衛生士による障害者の口腔保健管理について説明できる。

評価方法

レポート、小テスト、定期試験、出席状況

教科書

歯科衛生学シリーズ「障害者歯科」第2版　医歯薬出版

参考図書

 

実務経験のある教員による授業科目の概要

歯科医師として実務経験のある教員が講義を行っている。

備考
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2026年度  2学年
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年04月03日

科目名 障害者歯科

授業回数 年月日 授業内容

第1回 4月16日（木）
3限・4限 障害の概念・地域における障害者歯科・リスク評価と安全管理

第2回 4月23日（木）
3限・4限 歯科医療で特別な支援が必要な疾患・行動調整　小テスト

第3回 5月14日（木）
3限・4限 歯科医療で特別な支援が必要な疾患・行動調整　小テスト

第4回 5月28日（木）
3限・4限 歯科衛生士の役割・健康支援と口腔衛生管理　定期試験
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2026年度  2学年 授業計画
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月26日

科目名 高齢者歯科

分野 担当教員 単位 規定時間 実施予定時間 履修年次 開講学期

専門 磯部 明夫 1 15時間 12（16） 2学年 前期後期

一般目標・行動目標

＜一般目標＞
高齢者の身体的・精神心理的特徴と歯科治療上の留意事項を理解する。

＜行動目標＞
（１）高齢者の口腔の加齢変化について説明できる。
（２）高齢者の全体像を概説できる。
（３）要介護高齢者の身体疾患と口腔疾患について説明できる。
（４）高齢者歯科における医療安全について説明できる。
（５）口腔のケアについて説明できる。
（６）訪問歯科診療を概説できる。
（７）高齢者の摂食・嚥下とリハビリテーションを概説できる。

評価方法

定期試験

教科書

歯科衛生学シリーズ「高齢者歯科」医歯薬出版

参考図書

 

実務経験のある教員による授業科目の概要

歯科医師として実務経験のある教員が講義を行っている。

備考
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2026年度  2学年
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月26日

科目名 高齢者歯科

授業回数 年月日 授業内容

第1回 4月21日（火）
1限・2限

高齢者をとりまく社会と環境

第2回 5月12日（火）
1限・2限

高齢者の状態の把握

第3回 5月19日（火）
1限・2限

摂食嚥下リハビリテーション

第4回 5月26日（火）
1限・2限

定期試験
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2026年度  2学年 授業計画
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年04月01日

科目名 歯科放射線学

分野 担当教員 単位 規定時間 実施予定時間 履修年次 開講学期

専門 堀田 達也 1 24時間 18（24） 2学年 前期後期

一般目標・行動目標

〈一般目標〉
歯科診療において必須となる放射線技術について、物理的な基礎知識、撮影技術、画像解剖、放射線防護、およびそれら
の臨床応用能力を習得する。

〈行動目標〉
（１）歯科診療補助における歯科放射線学の位置づけを説明できる。
（２）エックス線の性質および発生のメカニズムを説明できる。
（３）エックス線撮影時に必要な器材の種類、特徴及びその役割を説明できる。
（４）歯科領域におけるエックス線撮影法の種類及びその手法を説明できる。
（５）口内法及びパノラマ撮影時の装置の取り扱い及び患者の設定を説明できる。
（６）現像処理の目的を説明できる。
（７）現像処理の行程を説明できる。
（８）エックス線フィルムの整理・保管を説明できる。
（９）エックス線の人体への影響を説明できる。
（１０）患者に対する放射線防護の具体策を説明できる。

評価方法

筆記試験

教科書

歯科衛生学シリーズ「歯科放射線学」医歯薬出版

参考図書

ポイントチェック「歯科衛生士試験対策」医歯薬出版

実務経験のある教員による授業科目の概要

歯科医師として実務経験のある教員が講義を行っている。

備考
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2026年度  2学年
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年04月01日

科目名 歯科放射線学

授業回数 年月日 授業内容

第1回 6月10日（水）
3限・4限 放射線の基礎知識　放射線とＸ線

第2回 6月17日（水）
3限・4限 歯科用Ｘ線装置　撮影用器材

第3回 6月24日（水）
3限・4限 放射線治療と知識

第4回 7月1日（水）
3限・4限 口内法撮影の補助　口外法撮影の補助　フィルム現像と菅　放射線防護

第5回 7月8日（水）
3限・4限 口内法撮影の補助　口外法撮影の補助　フィルム現像と菅　放射線防護

第6回 7月15日（水）
3限・4限 その他の関連知識　まとめ　定期試験
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2026年度  2学年 授業計画
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月26日

科目名 歯科麻酔学

分野 担当教員 単位 規定時間 実施予定時間 履修年次 開講学期

専門 三澤 常美 1 15時間 15（20） 2学年 前期後期

一般目標・行動目標

歯科麻酔学の基本的知識を理解し、歯科医療に対応できる学力を習得する。また、歯科治療を行う上での患者管理、局所
麻酔・全身麻酔について習得する。バイタルサインとモニタリングを理解し、説明できる。
局所麻酔法と使用薬剤、および偶発症について説明できる。
精神鎮静法と全身麻酔法、および使用薬物を理解できる。
緊急時の対応や救急処置について説明できる。
周術期における口腔管理について説明できる。

評価方法

定期試験、小テスト、出席状況、授業態度、提出物を総合して判定します。

教科書

歯科衛生学シリーズ「口腔外科・歯科麻酔」（医歯薬出版）

参考図書

 

実務経験のある教員による授業科目の概要

歯科における麻酔の重要性、実施方法、よくある患者のストレス反応とそれに対する薬物投与や実際の対応処置について理解出
来るように説明します。

備考

令和7年度の実施計画に基づいた最短かつ標準的な構成です。各回の内容は学生の理解度に応じて前後する可能性があり
ます。
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2026年度  2学年
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月26日

科目名 歯科麻酔学

授業回数 年月日 授業内容

第1回 4月24日（金）
3限・4限 歯科麻酔学と患者管理、局所麻酔　小テスト(1)実施

第2回 5月1日（金）
3限・4限 精神鎮静法、全身麻酔　小テスト(2)実施

第3回 5月8日（金）
3限・4限 緊急時の対応　小テスト(3)実施

第4回 5月15日（金）
3限・4限 周術期における口腔管理（総論）　小テスト(4)実施

第5回 5月22日（金）
3限・4限 周術期における口腔管理（各論）および 定期試験
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2026年度  2学年 授業計画
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年04月01日

科目名 ウ蝕・歯周疾患予防処置法Ⅱ

分野 担当教員 単位 規定時間 実施予定時間 履修年次 開講学期

専門 塩澤 恵子, 渡辺 純 2 60時間 48（64） 2学年 前期後期

一般目標・行動目標

〈一般目標〉
　齲蝕を予防し、人々の歯・口腔の健康を維持・増進するために専門的知識・技術および態度を修得する
〈行動目標〉
(１)　齲蝕予防処置法の種類について列挙できる
(２)　フッ化物による齲蝕予防処置法を実施できる
(３)　小窩裂溝填塞法を実施できる
(４)　フッ化ジアミン銀を安全に配慮し処置・指導ができる
(５)　う蝕活動性試験の結果の考察・患者指導ができる
(６)　個人の口腔状態に適した処置・指導ができる
(７)　実習時に感染予防対策が実施できる
(８)　レントゲンから歯周疾患を読み取ることができる
(９)　症例観察において症例別アプローチの考察ができる
(10)　患者に対する配慮をしながら相互実習を行うことができる
(11)　規格に沿った口腔内写真を撮影することができる

評価方法

期末試験・実技試験・ポストテスト・出席・提出物   等   総合評価

教科書

歯科衛生学シリーズ「歯科予防処置論・歯科保健指導論」 「歯周病学」 「齲蝕予防処置法」　医歯薬出版

参考図書

 

実務経験のある教員による授業科目の概要

歯科医師・歯科衛生士として実務経験のある教員が講義を行っている

備考
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2026年度  2学年
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年04月01日

科目名 ウ蝕・歯周疾患予防処置法Ⅱ

授業回数 年月日 授業内容

第1回 4月20日（月）
1限・2限 総論・相互実習事前①

第2回 4月27日（月）
3限・4限 相互実習事前②

第3回 4月30日（木）
3限・4限 相互実習①②/フッ化物①

第4回 5月7日（木）
3限・4限 相互実習①②/フッ化物①

第5回 5月13日（水）
3限・4限 相互実習③④/フッ化物②

第6回 5月20日（水）
3限・4限 相互実習③④/フッ化物②

第7回 5月27日（水）
3限・4限 相互実習⑤⑥/生活習慣と口腔保健の関連

第8回 6月3日（水）
3限・4限 相互実習⑤⑥/生活習慣と口腔保健の関連

第9回 6月12日（金）
1限・2限 小窩裂溝填塞講義・模型実習

第10回 6月12日（金）
3限・4限 フッ化ジアミン銀

第11回 6月19日（金）
3限・4限 う蝕活動性試験

第12回 6月23日（火）
3限・4限 う蝕活動性試験考察

第13回 6月29日（月）
1限・2限 ウェルテック講義(実習)

第14回 7月2日（木）
3限・4限 口腔内症例観察

第15回 11月18日（水）
1限・2限 定期試験(筆記)FB

第16回 12月16日（水）
3限・4限 学習成果発表会
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2026年度  2学年 授業計画
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月26日

科目名 保健指導法Ⅱ

分野 担当教員 単位 規定時間 実施予定時間 履修年次 開講学期

専門 中村 更紗 2 60時間 78（100） 2学年 前期後期

一般目標・行動目標

〈一般目標〉歯科保健指導および健康教育を行うために必要な技法を学び、臨床および地域保健活動に対応しうる知識と
技術および態度を習得する
〈行動目標〉
（１）歯科衛生アセスメント（情報収集・情報処理）ができる
（２）歯科衛生診断（問題の明確化）ができる
（３）歯科衛生計画・立案ができる
（４）歯科衛生介入ができる
（５）歯科衛生評価ができる
（６）歯科衛生過程における書面化ができる
（７）個人指導用媒体の作成と活用ができる
（８）対象集団に適した指導媒体を作製し、活用できる
（９）特別配慮を要する障害者、要介護者の特徴を述べることができる
（10）特別配慮を要する障害者、要介護者に対する保健指導ができる

評価方法

定期試験、レポート、提出作品、受講状況等総合評価

教科書

歯科衛生学シリーズ「歯科予防処置論・歯科保健指導論」（医歯薬出版）

参考図書

歯科衛生学シリーズ「保健生態学」「障害者歯科」「高齢者歯科」（医歯薬出版）

実務経験のある教員による授業科目の概要

歯科衛生士として実務経験のある教員が講義を行っている

備考
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2026年度  2学年
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月26日

科目名 保健指導法Ⅱ

授業回数 年月日 授業内容

第1回 4月20日（月）
3限・4限 要介護高齢者への対応法

第2回 5月19日（火）
3限・4限 テスト/口腔機能管理

第3回 5月25日（月）
3限・4限 衛生教材作製法

第4回 6月2日（火）
3限・4限 幼稚園衛生教材作製①

第5回 6月8日（月）
3限・4限 幼稚園衛生教材作製②

第6回 6月15日（月）
3限・4限 障害者への対応法

第7回 6月22日（月）
3限・4限 幼稚園衛生教材作製③

第8回 6月29日（月）
3限・4限 幼稚園衛生教材作製④/歯垢染色法

第9回 7月6日（月）
3限・4限 幼稚園衛生教材作製⑤/義歯着脱実習

第10回 7月10日（金）
1限・2限 口腔健康管理（実習）

第11回 7月22日（水）
3限・4限 幼稚園衛生教材作製⑥

第12回 7月29日（水）
3限・4限 要介護施設に向けて

第13回 9月14日（月）
1限・2限 合同実習Ⅰ事前指導

第14回 9月29日（火）
1限・2限 合同実習Ⅰ

第15回 9月29日（火）
3限・4限 授業

第16回 10月1日（木）
1限・2限 合同実習Ⅰ事後

第17回 10月5日（月）
4限 個人媒体の活用法

第18回 10月28日（水）
3限・4限 授業

第19回 11月18日（水）
3限・4限 幼稚園衛生教材完成・練習

第20回 11月25日（水）
1限・2限 幼稚園衛生教材発表

第21回 11月25日（水）
3限・4限 幼稚園衛生教材フィードバック

第22回 12月2日（水）
1限・2限 合同実習Ⅱ事前指導

第23回 12月9日（水）
1限・2限 合同実習Ⅱ

第24回 12月9日（水）
3限・4限 授業

第25回 12月16日（水）
1限・2限 合同実習Ⅱ事後

第26回 1月20日（水）
1限・2限 合同実習Ⅲ事前指導

第27回 1月27日（水）
1限・2限 合同実習Ⅲ

第28回 1月27日（水）
3限・4限 授業

第29回 2月10日（水）
1限・2限 定期試験

第30回 2月17日（水）
1限 フィードバック
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2026年度  2学年 授業計画
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月25日

科目名 摂食機能療法

分野 担当教員 単位 規定時間 実施予定時間 履修年次 開講学期

専門 渡邊 賢礼 1 15時間 12（16） 2学年 前期後期

一般目標・行動目標

〈一般目標〉
（１）ライフステージにおける摂食嚥下障害の概念を理解する。
（２）摂食嚥下障害への専門的対応方法を身につける。
〈行動目標〉
（１）歯科医療・歯科保健における摂食嚥下障害の位置づけについて説明できる。
（２）リハビリテーションの概念と多職種連携について説明できる。
（３）摂食嚥下にかかわる解剖および生理について説明できる。
（４）摂食嚥下機能の発達過程について説明できる。
（５）発達期の摂食嚥下障害の原因とその障害の特徴を列挙できる。
（６）中途障害による摂食嚥下障害の原因とその障害の特徴を列挙できる。
（７）高齢者の摂食嚥下機能の低下について説明できる。
（８）摂食嚥下機能の検査と評価について説明できる。
（９）摂食機能療法における環境指導および食内容指導について説明できる。
（１０）摂食機能療法における摂食機能訓練（直接訓練、間接訓練）が実施できる。

評価方法

筆記試験およびレポート

教科書

 

参考図書

（１）歯科衛生士のための摂食嚥下リハビリテーション　第２版（医歯薬出版）
（２）歯科衛生学シリーズ　障害者歯科　第２版（医歯薬出版）
（３）歯科衛生学シリーズ　高齢者歯科　第２版（医歯薬出版）

実務経験のある教員による授業科目の概要

歯科医師として実務経験のある教員が講義を行っている。

備考

 

25



2026年度  2学年
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月25日

科目名 摂食機能療法

授業回数 年月日 授業内容

第1回 4月14日（火）
3限・4限 歯科医師として実務経験のある教員が講義を行っている。

第2回 4月21日（火）
3限・4限

中途障害・高齢者の摂食嚥下障害

第3回 4月28日（火）
3限・4限

摂食機能療法の実際①（食環境指導、食内容指導）

第4回 5月12日（火）
3限・4限 定期試験・解説
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2026年度  2学年 授業計画
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年04月01日

科目名 歯科診療補助法Ⅱ

分野 担当教員 単位 規定時間 実施予定時間 履修年次 開講学期

専門 塩澤 恵子 2 60時間 57（76） 2学年 前期後期

一般目標・行動目標

〈一般目標〉
　円滑な歯科診療を適切におこなうための診療補助業務を理解し習得する。
〈行動目標〉
(１)　感染予防対策を適切に実施できる。
(２)　各種歯科材料・機械の名称・用途を説明できる。
(３)　各種歯科材料・機械を的確に取り扱うことができる。
(４)　歯科診療の内容・流れを理解し、必要な器具機材を準備できる。
(５)　歯科診療の内容・流れに沿った補助・介助を実施できる。

評価方法

定期試験(筆記・実技)、プレ・ポストテスト、提出物、授業態度等により総合的に評価

教科書

歯科衛生学シリーズ「歯科診療補助論」　「保存修復・歯内療法」　「歯科補綴」　「口腔外科・歯科麻酔」

参考図書

 

実務経験のある教員による授業科目の概要

歯科衛生士として実務経験のある教員が講義を行っている。

備考
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2026年度  2学年
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年04月01日

科目名 歯科診療補助法Ⅱ

授業回数 年月日 授業内容

第1回 4月30日（木）
1限・2限 ①鋳造修復の診療補助

第2回 5月1日（金）
1限・2限 保存修復(器具の受け渡し)　(歯間分離、EPT相互実習)

第3回 5月11日（月）
3限・4限 歯内療法の診療補助　受け渡し・綿栓作製

第4回 5月18日（月）
3限・4限 ②仮封、仮着材の取り扱い(模型実習)

第5回 5月26日（火）
3限・4限 精密印象　寒天　咬合採得(ワックス・シリコン)　(相互実習)　

第6回 6月15日（月）
1限・2限 ③矯正治療の診療補助(MFT)含む

第7回 6月16日（火）
1限・2限

プロビジョナルレストレーション作製Ⅰ・Ⅲ(既製冠・筆積み)

第8回 6月26日（金）
3限・4限 ④補綴治療(義歯)の診療補助

第9回 7月9日（木）
3限・4限 歯肉圧排、シリコン印象採得(模型実習)

第10回 7月10日（金）
3限・4限 口腔内写真撮影実習(相互実習)

第11回 7月13日（月）
1限・2限 ⑤口腔外科の診療補助Ⅱ

第12回 7月13日（月）
3限・4限 歯周治療の診療補助(歯周パック含む)

第13回 7月16日（木）
3限・4限 Xray撮影実習１(デジタル)(相互)

第14回 7月24日（金）
1限・2限 ⑥口腔機能検査実習(GC)

第15回 9月16日（水）
1限・2限 ⑦介護技術実習

第16回 9月16日（水）
3限・4限 介護技術実習

第17回 10月21日（水）
1限・2限 ⑧プロビジョナルレストレーション作製Ⅱ(印象)

第18回 10月21日（水）
3限・4限 ラバーダム防湿、小窩裂溝填塞、フッ化物塗布 (相互実習)

第19回 2月10日（水）
3限・4限 定期試験(筆記、実技)

第20回 2月17日（水）
3限・4限 フィードバック、補習
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2026年度  2学年 授業計画
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年04月03日

科目名 臨地実習・臨床実習Ⅰ

分野 担当教員 単位 規定時間 実施予定時間 履修年次 開講学期

専門
櫻井 美里, 小澤 理佳, 佐藤 麻実, 輿石

信子, 塩澤 恵子
12 540時間 540（540） 2学年 後期

一般目標・行動目標

〈一般目標〉
歯科診療における歯科衛生士業務を修得するために臨床実習（臨地含む）を通じて、歯科衛生士として必要な知識、技術
及び態度（人間性）を身につける
〈行動目標〉
（1）歯科医療の概要を理解できる
（2）歯科衛生士の役割が理解できる
（3）患者およびスタッフとのコミュニケーションを積極的に行うことができる
（4）矯正治療の目的および歯科衛生士の役割を理解できる
（5）地域歯科保健活動における幼児歯科健診において幼児の特徴を理解し歯科衛生士の業務を理解できる
（6）要介護者施設での生活・口腔ケアの重要性を理解できる
（7）摂食嚥下（リ）ハビリテーションと障がい者歯科治療における歯科衛生士の役割を理解する
（8）障がい者の全身疾患・口腔内状態のアセスメントから口腔ケアを実践できる

評価方法

臨床実習講師による評価点、校内試験、事前事後を含む出席状況、提出物などにより総合評価とする

教科書

 

参考図書

おしごとハンドブック　歯科用語辞典（クインテッセンス出版）

実務経験のある教員による授業科目の概要

歯科医師・歯科衛生士として実務経験のある教員が講義・指導を行っている

備考

 

29



2026年度  2学年
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年04月03日

科目名 臨地実習・臨床実習Ⅰ

授業計画

6/30　　　　　登院試験
9/14～10/7　　第1期臨床実習事前
10/8～12/15　  第1期歯科診療所での臨床実習（水曜日を除く）
12/24                 第1期事後
1/12　　　　　 第2期事前
1/14～2/26        第2期歯科診療所での臨床実習（水曜日を除く）
3/2                     第2期事後
3/3　　　　　   第1期・2期修了試験
1期または2期　  口腔保健センター見学実習（1日）※3.4期で実習の学生あり
1期または2期　  高齢者施設実習（2日）
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2026年度  2学年 授業計画
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月31日

科目名 コミュニケーション学

分野 担当教員 単位 規定時間 実施予定時間 履修年次 開講学期

選択必修 小野 真知子, 仁科 加代子 1 15時間 3（4） 2学年 前期後期

一般目標・行動目標

＜一般目標＞
（１）聴覚障害を理解し、医療従事者としてできるコミュニケーション支援を考える。
（２）聴覚障害者とのコミュニケーション方法を知り、方法の一つである手話を体験する。
（３）聴覚障害者との実際の関わりを通して、コミュニケーションとは何かを考える。
＜行動目標＞
（１）日常生活や医療現場において聴覚障害者が直面する不安や不便に気づき、周囲に何ができるかを考え、実践するこ
とができる。
（２）音声以外の方法を工夫し、実際に聴覚障害者とコミュニケーションすることができる。

評価方法

出席状況や授業態度等を総合的に判断して行う。
学びに対するレポートを提出。

教科書

「新　たっちゃんと学ぼう！耳に聞こえない人たちのこと」
　編集・発行：一般財団法人全日本ろうあ連盟

参考図書

手話言語白書　多様な言語の共生社会を目指して　
編集：一般財団法人全日本ろうあ連盟　発行：明石書店

実務経験のある教員による授業科目の概要

小野：「手話」と「コミュニケーション」それぞれに関わる資格、手話通訳士・産業カウンセラー・国家資格キャリアコンサルタント　保有
仁科：手話言語話者（ろう者）

備考

状況に合わせて、第１回、第２回の内容を多少入れ替える場合もあります。
頭、心、体を動かして、楽しみながら積極的に参加してください。
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2026年度  2学年
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月31日

科目名 コミュニケーション学

授業回数 年月日 授業内容

第1回 6月9日（火）
3限

①「聞こえないってどんなこと？」～聴覚障害を知る～

第2回 6月16日（火）
3限

第1回で学んだこと、課題として提出したレポートの内容を深め、医療場面や日常生活
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2026年度  2学年 授業計画
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月31日

科目名 コミュニケーション学

分野 担当教員 単位 規定時間 実施予定時間 履修年次 開講学期

選択必修 吉田 永正 1 15時間 3（4） 2学年 前期

一般目標・行動目標

〈一般目標〉
(1)対人関係におけるコミュニケーション能力を身につけ人と接する楽しさや理解しあう喜びが共感共有できるよう習得
する。
(2)いろいろな社会事例に対し、感性豊かなコミュニケーションができるよう自己の表見能力を高める。
(3)歯科診療や口腔ケアやチーム医療ににおけるコミュニケーション能力を高める
〈行動目標〉
(1)ことばの仕組みを理解したり、ことばによる表現力を高めることができる。
(2)幼児教育やボランティア活動や週末医療の現場での具体的なコミュニケーションを分析し、歯科衛生の現場で役立て
る。
(3)歯科しんりょうや口腔ケアやちーむ医療でのコミュニケーションセンスを磨く

評価方法

レポート

教科書

 

参考図書

 

実務経験のある教員による授業科目の概要

認定こども園理事長・寺院住職・ボランティア団体代表として実務経験のある教員が講義を行っている。

備考
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2026年度  2学年
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月31日

科目名 コミュニケーション学

授業回数 年月日 授業内容

第1回 6月9日（火）
4限

人間関係を豊かにすることばの仕組みとコミュニケーション

第2回 6月16日（火）
4限 終末期医療についてロールプレイを通してコミュニケーションセンスを磨く
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2026年度  2学年 授業計画
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月27日

科目名 コミュニケーション学

分野 担当教員 単位 規定時間 実施予定時間 履修年次 開講学期

選択必修 遠藤 智香子 1 15時間 3（4） 2学年 前期後期

一般目標・行動目標

一般目標
（1）社会人として、医療従事者としてのコミュニケーションの重要性を理解する。
（2）「第二の窓口」といわれるほどイメージを決定づける「電話応対」のスキルを習得する。

行動目標
（1）敬語を正しく使うことができる。
（2）「声づくり」と「話すスピード」を習得する。
（3）傾聴し、相手の課題やニーズを解決する方法を習得する。
（4）口癖やファミコン言葉に気づき、使わないよう意識する。

評価方法

ロールプレイにおけるプロセスと目的達成度、対人スキル、出席状況、授業態度を総合的に判断する。

教科書

オリジナルプリントおよびスライド

参考図書

なし

実務経験のある教員による授業科目の概要

商業実務専門課程の専門学校において秘書、礼儀作法を指導している教員が講義を行っている。

備考
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2026年度  2学年
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月27日

科目名 コミュニケーション学

授業回数 年月日 授業内容

第1回 7月23日（木）
3限・4限

・電話応対の重要性
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2026年度  2学年 授業計画
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月30日

科目名 コミュニケーション学

分野 担当教員 単位 規定時間 実施予定時間 履修年次 開講学期

選択必修 高見沢 亜衣 1 15時間 3（4） 2学年 前期後期

一般目標・行動目標

歯科衛生士としてのコミュニケーションの重要さを知る。
自分と社会とのつながりをコミュニケーションを通して包括的に考える力を育む。

評価方法

出席状況、授業態度、各回のレポート、グループワーク

教科書

オリジナルスライドとワークをこちらで用意します。

参考図書

 

実務経験のある教員による授業科目の概要

担当教員自身の臨床経験をもとに、グループワークを通して患者・スタッフとの信頼関係構築に必要なコミュニケーションスキ
ルを育む。

備考
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2026年度  2学年
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月30日

科目名 コミュニケーション学

授業回数 年月日 授業内容

第1回 9月17日（木）
3限 歯科衛生士としてのコミュニケーションとは

第2回 9月24日（木）
3限 歯科でのコミュニケーションの実際
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一般社団法人 山梨県歯科医師会立 

山梨県歯科衛生専門学校 
 
 

番号 第５８期生    番 氏名 
 

 



 

 

 

２０２6 年度 
 

シ ラ バ ス 
 

 

 

第 3 学年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

The Yamanashi Dental Hygiene College. 



 

〈教育理念〉 
 

 

 

 

 

 

〈教育目標と手立て〉 
 

1 口腔保健の専門家として十分な知識と確実な技術力のある歯科衛生士。 

・診療補助、予防処置、保健指導の専門知識と技術を習得し実践できる。 

・ICT、電子化への対応など高度化する歯科医療に対応できる。 

 

 

2 医療人としてしっかりとした医療倫理を持ち、人間性豊かなプロ意識の高い歯科衛生士。 

・患者と十分にコミュニケーションがとれ、心理、QOL を理解し行動できる。 

・ホスピタリティを実践できる。 

 

 

3 いつでもどこでも確実な業務が遂行でき、歯科保健医療と福祉の向上に貢献できる歯科

衛生士。 

・ライフステージにあわせた関連医学知識を持ち多職種と連携して活動ができる。 

・地域保健サービスにおいて、介護技術や社会福祉知識を持ち専門的口腔ケアができる。 

 

豊 か な 人 間 性 と 知 識 と 技 術 の 調 和 を 図 り 、 
人と社会に貢献できる歯科衛生士の育成を目指す。 



 

SYLLABUS（授業計画） 
 

◎ シラバスとは、授業に関する詳細な計画書のことで、皆さんを主体的な学びに導 

くための「学びのナビゲーター」として作成されたものです。 

 

◎ シラバスには、科目名・担当教員・単位数・授業時間数・学習目標・学習目標達 

 成のための手立て・授業期日・授業内容・評価方法・使用教科書（参考図書）など 

皆さんが計画的かつ主体的に学習していくための必要な情報が網羅されています。 

 

◎ シラバスの効果的活用法について 
 

1  各科目の学習目標を必ず確認して、授業や家庭学習に臨むようにしましょう。  

 学習目標には、皆さんが学習する知識や技能が、将来どのように役立つかが明記されて

います。 

 

2 各科目の各回の授業内容を参考にして、毎回の授業ごとに学習目標達成のための  

手立てを確認して、授業や予習に臨むようにしましょう。  

 学習目標達成のための手立てには、学習目標を達成するために必要な皆さんに求められ

る学習能力が明記されています。 

 

3 定期試験に備え、各科目の評価方法を確認するとともに、学習目標達成のための  

手立ての各項目の到達を目指しましょう。    

学習目標達成のための手立ての各項目は、定期試験対策の重要なポイントです。 

 

4 やむを得ない理由等により、授業を欠席した場合は、シラバスにより授業内容や  

目標達成のための手立て等を確認し、自学自習を心がけましょう。  

シラバスの活用により、学習の積み残しをなくしましょう。 

 

5 授業や家庭学習において、常にシラバスを活用し、計画的かつ主体的学習を心がけま

しょう。      

シラバスは、皆さんの「学びのナビゲーター」です。 



科目名 単位数 規定時間数 講師名

心理･行動科学 1 15 前川　真奈美

生物学 2 30 坂本　宏史

化学 1 18 小林　直子

歯科英語 1 15 深沢　富久子

医療倫理 1 15 片岡　有

情報リテラシー 1 15 矢野　泰宏

文章読解・表現法 1 15 入倉　文子

キャリアデザインⅠ 1 15
小林晶秀・ 高見沢亜衣・ 金
丸亜弥・ 林三恵・重野悠

キャリアデザインⅡ 1 15 小林 晶秀・内藤 礼子

解剖学 2 30 坂本　宏史

口腔解剖学 1 24 石山　敦也

生理学・口腔生理学 2 30 三澤　常美

歯牙解剖学 2 30 小林　弘史

組織発生学 1 15 中澤　龍一

生化学・口腔生化学 1 18 阿久津　仁

病理学・口腔病理学 2 30 矢島　幹人

徴生物学・口腔徴生物学 2 30 小野　すみれ

薬理学・歯科薬理学 2 30 藥袋　貴美

感染予防学 1 15 光田　蘭

関連医学Ⅰ（看護法） 2 30 井上　智美　他

口腔衛生学Ⅰ 2 30 髙橋　真言

口腔衛生学Ⅱ 1 18 中川　恵理

保健情報統計学 1 18 中川　恵理

衛生学・公衆衛生学 2 30 由井　秀樹

社会歯科学 1 24 河西　俊文

歯科衛生士概論 1 15 櫻井　美里

口腔保健管理法 1 15
佐藤麻実・輿石信子
土屋あけみ

保存修復学 1 30 中島　崇史

歯内療法学 1 30 寺田　典生

歯周治療学 1 30 玉越　康寛

小児歯科学 1 30 内田　祥

歯科補綴学 1 30 片瀨　志穂

口腔外科学 1 30 三澤　常美

矯正歯科学 1 30 白井　英俊

障害者歯科 1 15 戸澤　寿乃

高齢者歯科 1 15 磯部　明夫

歯科放射線学 1 24 堀田　達也

歯科麻酔学 1 15 三澤　常美

予防処置法　Ⅰ 3 90

予防処置法　Ⅱ 2 60

予防処置法　Ⅲ 3 90

保健指導法　Ⅰ 3 90 小澤 理佳

保健指導法　Ⅱ 2 60 中村更紗・土屋あけみ

栄養指導 1 18 平井　美樹夫

摂食機能療法 1 15 渡邊　賢礼

保健指導法　Ⅲ 1 30 土屋　あけみ

歯科診療補助法Ⅰ 2 60

歯科診療補助法Ⅱ 2 60

歯科診療補助法Ⅲ 1 30

臨床検査法 1 15 長田　美智子

歯科材料学 1 15 米山　好昭

救急法 1 30 有坂　泰志

社会保険 1 27 渡辺　則

臨地・臨床実習Ⅰ 12 540

臨地・臨床実習Ⅱ 8 360

関連医学Ⅱ 1 15 藤井　英治

上級技術Ⅰ 1 15 増田　裕美

上級技術Ⅱ 1 15 福本　晃祐・松下　智恵

コミュニケーション学 1 15
吉田永正・小野真知子・
高見沢亜衣・遠藤智加
子

プレゼンテーション概論 1 15
矢野泰宏・井原純平
山形由紀子・ 国塩哲紀

多職種連携Ⅰ 1 15
辻美代子・森脇正敏・栢
沼卓也・新藤久美・入倉
啓悦

ウェルネストレーニングⅡ 1 15
宮﨑輝・ベッスィーY杉
山・上矢なぎさ・坂田史
麻

9       11        1       　  5     　   7 9       11         1

令和8年度　授業実施計画表

依田　圭吾・渡辺　純
小澤　孝・塩高　顕一郎
秋山　岳・佐藤　麻実
小澤　理佳・塩澤恵子

      　   5         7 9       11         1

1年（59期生） 2年（58期生）

中村更紗・塩澤恵子
輿石信子

小澤理佳・輿石信子・佐
藤麻実・塩澤恵子・櫻井

美里

3年（57期生）

（前） （後） （前） （後） （前） （後）

        　 5         7



 

令和８年度 第３学年（第５７期生） 
 

前期授業時間表（4月～9月分） 
時  限 １ ２ ３ ４ 

 9：00～10：30 10：40～12：10 13：00～14：30 14：40～16：10

月 臨地臨床実習Ⅱ 臨地床実習Ⅱ 

火 
臨地臨床実習Ⅱ 

臨地臨床実習Ⅱ      

ウェルネストレーニングⅡ 

水 関連医学Ⅱ・予防処置法Ⅲ 社会保険・歯科英語・ 

木 臨地床実習Ⅱ      

キャリアデザインⅡ    

臨地床実習Ⅱ       

ウェルネストレーニングⅡ 

金 臨地床実習Ⅱ 臨地床実習Ⅱ 

＊主要三科目（予防処置法Ⅲ・保健指導法Ⅲ・診療補助法Ⅲ）は月～金のなかで実施 

＜備 考＞ 

(１) 臨地臨床実習Ⅱ：３期 ４／２０～６／２ 

(２) 臨地臨床実習Ⅱ：４期 ６／１５～７／１４ 

(３)国試対策特別講義（医歯薬研修協会）：７／２４ 

 (４) 夏 季 休 業：８／１～９／１０ 

(５) 臨地臨床実習Ⅱ修了試験：９／１８ 

 

 

 後期授業時間表（10月～3月分） 
時  限 １ ２ ３ ４ 

 9：00～10：30 10：40～12：10 13：00～14：30 14：40～16：10 

月 臨床検査 衛生公衆衛生学 

火 上級技術Ⅰ キャリアデザインⅡ 

水 栄養指導 プレゼンテーション概論 

木 保健情報統計学 上級技術Ⅱ・プレゼンテーション概論 

金 社会歯科学   関連医学Ⅰ 

＊主要三科目（予防処置法Ⅲ・保健指導法Ⅲ・診療補助法Ⅲ）は月～金のなかで実施 

＜備 考＞   

 (１) 救 急 法 ：１１／１７～１１／２０ 

(２) 冬 季 休 業 ：１２／２５～１／１０ 

(３) 国試対策特別講義（医歯薬研修協会）：１１／２４・１１／２５ 

(４) 国試対策特別講義（Step）：１２／１１ 

時間 曜日 

時間 曜日 



科 目 名 単 位
規 定
時 間

担 当 講 師 頁

キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅱ 1 15
小 林 晶 秀
内 藤 礼 子 1

関 連 医 学 Ⅰ （ 看 護 法 ） 2 30 井 上 智 美 他 5

保 健 情 報 統 計 学 1 18 中 川 恵 理 7

衛 生 学 ・ 公 衆 衛 生 学 2 30 由 井 秀 樹 9

社 会 歯 科 学 1 24 河 西 俊 文 11

ウ蝕・歯周疾患予防処置法Ⅲ 3 90
依田圭吾 　渡辺純
塩髙顕一郎　秋山岳

小澤孝 　小澤理佳 他
13

保 健 指 導 法 Ⅲ 1 30 土 屋 あ け み 15

栄 養 指 導 1 18 平 井 美 樹 夫 17

歯 科 診 療 補 助 法 Ⅲ 1 30
輿 石 信 子

塩澤恵子・中村更紗 19

臨 床 検 査 法 1 15 長 田 美 智 子 21

救 急 法 1 30 日 赤 指 導 員 23

社 会 保 険 1 27 渡 辺 則 25

臨地実習・臨床実習 Ⅱ 8 360
小 澤 理 佳 ・ 輿 石 信 子
佐 藤 麻 実 ・ 塩 澤 恵 子
櫻 井 美 里

27

関 連 医 学 Ⅱ 1 15 藤 井 英 治 29

上 級 技 術 I 1 15 増 田 裕 美 31

上 級 技 術 Ⅱ 1 15 福 本 晃 祐 ・ 松 下 智 恵 33

歯 科 英 語 1 15 深 沢 富 久 子 37

プレゼンテーション概論 1 15 矢 野 康 宏 ・ 井 原 純 平
山 形 由 起 子 ・ 国 塩 哲 紀 39

ウエルネストレーニングⅡ 1 15
宮﨑輝 ・ベッスィー杉山
上矢なぎさ・坂田史麻 47

３　学　年　　　　目　　次



2026年度  3学年 授業計画
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年04月02日

科目名 キャリアデザインⅡ

分野 担当教員 単位 規定時間 実施予定時間 履修年次 開講学期

基礎 小林 晶秀 1 15時間 6（8） 3学年 前期

一般目標・行動目標

歯科衛生士としてのキャリアをゴールから学んでいく授業。
歯科衛生士になった後歯科衛生士としてのキャリアを再認識させる。
学生生活および就職後お金に困らないように基礎的知識を学べる。

評価方法

レポート８０％出席２０％

教科書

10代から学ぶパーソナルファイナンス（fp協会）
若手社会人のマネー＆ライフプラン（fp協会）

参考図書

キャリアデザイン

実務経験のある教員による授業科目の概要

FPとして17年活躍。
fpジャーナルの年間12人の一人にも選んでいただき、TVやラジオ、新聞社とのマネーセミナーで伝えている内容を
学生にもわかりやすく、資格の重要性、お金の重要性を伝えます。

備考
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2026年度  3学年
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年04月02日

科目名 キャリアデザインⅡ

授業回数 年月日 授業内容

第1回 7月16日（木）
1限・2限

お金について学ぶ。実際に就職後に必要になるお金に関する知識をテーマに語と解説し

第2回 7月23日（木）
1限・2限

若手社会人になる前に、給与明細書・源泉徴収票の見方といった、若手社会人が働き、
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2026年度  3学年 授業計画
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月26日

科目名 キャリアデザインⅡ

分野 担当教員 単位 規定時間 実施予定時間 履修年次 開講学期

基礎 内藤 礼子 1 15時間 6（8） 3学年 前期後期

一般目標・行動目標

一般目標
社会の一員であり、医療専門職としての自覚が持てる自分像を考え、生涯にわたり歯科衛生士としてプロ意識を継続する
には何が必要か考える。
行動目標
（１）医療プロフェショナリズムの定義を理解する。
（２）歯科衛生士に求められていることは何かを考える。
（３）理想とする歯科衛生士像を考え、実現のための課題解決能力を養う。

評価方法

小テスト・グループワーク発表・出席状況

教科書

配布資料

参考図書

 

実務経験のある教員による授業科目の概要

歯科衛生士として実務経験のある教員が講義を行っている。

備考
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2026年度  3学年
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月26日

科目名 キャリアデザインⅡ

授業回数 年月日 授業内容

第1回 10月6日（火）
3限・4限

歯科衛生士の職場（地域活動等）を知る。

第2回 10月13日（火）
3限・4限

理想とする歯科衛生士になるには？（グループワーク・発表）

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)
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2026年度  3学年 授業計画
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月26日

科目名 関連医学Ⅰ（看護法）

分野 担当教員 単位 規定時間 実施予定時間 履修年次 開講学期

専門基礎 井上 智美 2 30時間 24（32） 3学年 前期後期

一般目標・行動目標

〈一般目標〉
①学生自身および患者の全身的な健康管理ができるように、医療に関わる基本的な視点を身につける。
➁人間のライフサイクルに応じた看護の視点を理解し、日常生活で遭遇する症状や疾患、その看護について理解する。
〈行動目標〉
①歯科衛生における健康管理と関連させて、看護の必要性を理解できる。
➁人間の成長・発達段階と、その段階で生じやすい健康障害の概要を理解できる。
③主な症状とバイタルサイン測定の必要性を理解し、歯科診療に活用できる。
④対象の発達段階に応じて生じやすい健康障害と、その看護についての知識を習得できる。
➄多職種との連携に必要な知識を習得できる。

評価方法

テーマに沿ったレポート・出席状況

教科書

特になし（資料による講義）

参考図書

「看護学概論」「基礎看護学」「成人看護学概論」「老年看護学」
「小児看護学」「母性看護学」「精神看護学」「地域・在宅看護論」　医学書院

実務経験のある教員による授業科目の概要

看護師・助産師として実務経験のある教員が講義を行う。

備考

教員の予定により、講義回数が前後する可能性あり
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2026年度  3学年
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月26日

科目名 関連医学Ⅰ（看護法）

授業回数 年月日 授業内容

第1回 9月25日（金）
3限・4限

１．看護の概念

第2回 10月9日（金）
3限・4限

１．成人期にある人の発達段階と各期の主な健康問題

第3回 10月16日（金）
3限・4限

１．老年期にある人のおもな健康問題

第4回 10月23日（金）
3限・4限

１．小児の発達と各期のおもな健康問題

第5回 10月30日（金）
3限・4限

１．妊娠・分娩・産褥期にある人のおもな健康問題

第6回 11月6日（金）
3限・4限

１．精神疾患を患う人の主な症状

第7回 11月13日（金）
3限・4限

１．地域・在宅で療養する人の主な健康問題

第8回 12月4日（金）
3限・4限

１．多職種連携を学ぶ
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2026年度  3学年 授業計画
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年04月01日

科目名 保健情報統計学

分野 担当教員 単位 規定時間 実施予定時間 履修年次 開講学期

専門基礎 中川 恵理 1 18時間 15（20） 3学年 前期後期

一般目標・行動目標

保健情報統計の考え方、計算方法、観察方法を学んでいく。
行動目標
情報の集め方、考え方、理解の仕方を学び、衛生学とは何かを理解していく。
衛生はあらゆるデータから成り立っていることを理解していく。

評価方法

テスト、レポート、出席率、授業態度など

教科書

衛生学シリーズ　保健情報統計学

参考図書

KEY WORDS など

実務経験のある教員による授業科目の概要

歯科医師として実務経験のある教員が講義を行っている。

備考
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2026年度  3学年
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年04月01日

科目名 保健情報統計学

授業回数 年月日 授業内容

第1回 9月17日（木）
1限・2限 統計の考え方、方法を理解していく。

第2回 10月1日（木）
1限・2限

統計から疫学について考えていく。

第3回 10月8日（木）
1限・2限

統計の計算方法を学ぶ

第4回 10月22日（木）
1限・2限 検定の種類、オッズなどの考え方

第5回 10月29日（木）
1限・2限

統計を使って計算し、どのように予防や治療に役立っているのかを考えていく。
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2026年度  3学年 授業計画
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月27日

科目名 衛生学・公衆衛生学

分野 担当教員 単位 規定時間 実施予定時間 履修年次 開講学期

専門基礎 由井 秀樹 2 30時間 24（32） 3学年 前期後期

一般目標・行動目標

［一般目標］
健康を左右する環境衛生の重要性を理解し、個人と集団に対する健康障害の予防能力を高める態度を養うために、歯・航
空の健康と予防に関わる人間と社会の仕組みに関する基本的知識を習得する。また、生活と健康に関わる社会の仕組みを
理解し、地域社会における保健対策の基本的な考え方を学び、地域集団に対する疾病の予防能力を高める態度を養うため
に、健康に関わる地域の役割に関する基本的知識を習得する。
［行動目標］
(1)健康と疾患の概念を理解できる。
(2)ヘルスプロモーションの概念を理解できる。
(3)社会と健康・疾患との関係を理解できる。
(4)生態系の変化が健康と生活に与える影響を理解できる。
(5)保健統計の意義と現状を理解できる。
(6)疫学の概念と方法論を理解できる。
(7)予防医学（一、二、三次予防）を概説できる。
(8)感染症の現状と対策について概説できる。
(9)ライフステージごとの現状、健康問題と対策について理解できる。

評価方法

定期試験、出席状況、授業態度

教科書

歯科衛生学シリーズ「保健生態学」（医歯薬出版）

参考図書

 

実務経験のある教員による授業科目の概要

大学講師として実務経験のある教員が講義を行っている。

備考
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2026年度  3学年
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月27日

科目名 衛生学・公衆衛生学

授業回数 年月日 授業内容

第1回 9月14日（月）
3限・4限 総論

第2回 9月28日（月）
3限・4限 疫学、人口

第3回 10月5日（月）
3限・4限 健康と環境

第4回 10月26日（月）
3限・4限 感染症、健康と食品

第5回 11月2日（月）
3限・4限 地域保健・公衆衛生、母子保健

第6回 11月9日（月）
3限・4限 学校保健、成人保健、産業保健

第7回 11月16日（月）
3限・4限 高齢者福祉、精神保健、災害時の歯科保健、国際保健

第8回 11月30日（月）
3限・4限 試験、試験の振り返り
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2026年度  3学年 授業計画
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月26日

科目名 社会歯科学

分野 担当教員 単位 規定時間 実施予定時間 履修年次 開講学期

専門基礎 河西 俊文 1 24時間 21（28） 3学年 前期後期

一般目標・行動目標

〈一般目標〉
日本の保健・医療・福祉制度と医事法制を理解し、歯科衛生のあり方を考える態度を養う。
歯科衛生士に必要な法律・制度に関する基本的知識を習得する。
〈行動目標〉
（１）医療制度を概説し、歯科衛生士、歯科医師および歯科技工士の業務が説明できる。
（２）歯科衛生士業務とその法的根拠、さらに歯科衛生士の義務・責務について説明できる。
（３）歯科診療の補助を行う医療関係職種について、それぞれの業務が説明できる。
（４）医師法、薬剤師法およびその他の関係法規について概説できる。
（５）歯科衛生士が関わる社会保障および社会福祉について説明できる。

評価方法

定期試験

教科書

歯・口腔の健康と予防に関わる人間と社会の仕組み２「保健・医療・福祉」医歯薬出版

参考図書

 

実務経験のある教員による授業科目の概要

社会福祉士として実務のある教員が講義を行っている。

備考
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2026年度  3学年
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月26日

科目名 社会歯科学

授業回数 年月日 授業内容

第1回 10月2日（金）
1限・2限 第１章わが国の医療制度と歯科衛生士

第2回 10月16日（金）
1限・2限 第２章医療関係職種

第3回 10月23日（金）
1限・2限 第３章その他の関係法規（１）

第4回 10月30日（金）
1限・2限 第３章その他の関係法規（２）

第5回 11月6日（金）
1限・2限 第４章社会保障・社会福祉

第6回 11月13日（金）
1限・2限 第５章医療の動向

第7回 11月27日（金）
1限・2限 定期テスト・国家試験対策
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2026年度  3学年 授業計画
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年04月02日

科目名 ウ蝕・歯周疾患予防処置法Ⅲ

分野 担当教員 単位 規定時間 実施予定時間 履修年次 開講学期

専門
小澤 理佳, 渡辺 純, 依田 圭吾, 小澤 孝,

塩高 顕一郎, 秋山 岳
3 90時間 69（92） 3学年 前期後期

一般目標・行動目標

〈一般目標〉
人々が口腔機能を保持増進することにより質の高い豊かな人生を送る（QOLの向上）ことができるよう支援する知識・技
術・態度を修得できる
〈行動目標〉
（1）口腔内の状態を説明できる
（2）歯周組織検査を実施できる
（3）基本をふまえたスケーラーの応用操作ができる
（4）歯面付着物除去の基本的な操作ができる
（5）シャープニングの基本的操作ができる
（6）個人に適した歯面研磨が実施できる
（7）使用後の器具・器材の管理が実施できる
（8）個人に適したう蝕予防処置を述べることができる
（9）確実な齲蝕予防処置ができる
（10）実習時に感染予防対策が実施できる
（11）患者に対する配慮をしながら患者実習を行うことができる

評価方法

期末試験・ポストテスト・出席・提出物等総合評価

教科書

歯科衛生学シリーズ「歯科予防処置論・歯科保健指導論」「歯科衛生士のための齲蝕予防処置論第2版」「歯周病学」（医歯薬
出版）

参考図書

 

実務経験のある教員による授業科目の概要

歯科医師・歯科衛生士として実務経験のある講師が講義を行っている

備考
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2026年度  3学年
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年04月02日

科目名 ウ蝕・歯周疾患予防処置法Ⅲ

授業回数 年月日 授業内容

第1回 4月16日（木）
3限・4限 学習成果発表事前/シャープニング講義/聖愛幼稚園実習事前

第2回 6月8日（月）
3限・4限 患者実習事前/パノラマ・口腔内カメラ確認実習

第3回 6月17日（水）
1限・2限 患者実習①②/学習成果演題決め・国試対策下位決め

第4回 6月24日（水）
1限・2限 患者実習①②/学習成果演題決め・国試対策下位決め

第5回 7月1日（水）
1限・2限 患者実習③④/スライド作成

第6回 7月8日（水）
1限・2限 患者実習③④/スライド作成

第7回 7月15日（水）
1限・2限 患者実習⑤⑥/ファーケーションプローブ・SRPマネキン実習

第8回 7月22日（水）
1限・2限 患者実習⑤⑥/ファーケーションプローブ・SRPマネキン実習

第9回 7月29日（水）
1限・2限 スライド作成

第10回 9月29日（火）
3限・4限 スライド作成

第11回 10月7日（水）
3限・4限 スライド作成

第12回 11月2日（月）
1限・2限 スライド作成

第13回 11月27日（金）
3限・4限 症例発表（代表選出）

第14回 12月2日（水）
1限・2限 国家試験対策講義Dr.依田（歯周）

第15回 12月2日（水）
3限・4限 国家試験対策講義Dr.小澤（齲蝕）

第16回 12月4日（金）
1限・2限 定期試験・FB

第17回 12月7日（月）
1限・2限 超音波セミナー（白水貿易）

第18回 12月8日（火）
3限・4限 指数特講

第19回 12月10日（木）
1限・2限 佐藤国試対策（歯周）

第20回 12月15日（火）
1限・2限 シャープニング実習（白水）

第21回 12月16日（水）
3限・4限 学習成果発表会

第22回 12月17日（木）
3限・4限 佐藤国試対策（う蝕）

第23回 12月21日（月）
3限・4限 う蝕活動性試験特講
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2026年度  3学年 授業計画
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月24日

科目名 保健指導法Ⅲ

分野 担当教員 単位 規定時間 実施予定時間 履修年次 開講学期

専門 土屋 あけみ 1 30時間 30（36） 3学年 前期後期

一般目標・行動目標

歯科保健指導および健康教育を行うために必要な技法を学び、臨床および地域保健活動に対応できる知識と技術・態度を
習得する。
（１）特別な配慮を要する対象者に応じた保健指導について説明できる。
（２）症例に応じた口腔健康管理計画を立案することができる。
（３）要介護者への口腔健康管理を実施することができる。
（４）有病者の口腔健康管理について述べることができる。
（５）地域保健活動における歯科衛生士の役割を説明することができる。

評価方法

定期試験（筆記試験・実技試験）・提出物・受講状況等総合評価

教科書

歯科衛生学シリーズ「歯科予防処置論・歯科保健指導論」第２版（医歯薬出版株式会社）

参考図書

歯科衛生学シリーズ「歯科診療補助論」「保健生態学」「高齢者歯科学」「口腔外科学・歯科麻酔学」・「歯科衛生士のための
摂食嚥下リハビリテーション」第３版・「歯科衛生士のための口腔機能管理マニュアル」

実務経験のある教員による授業科目の概要

歯科衛生士として実務経験のある教員が講義を行っている。

備考
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2026年度  3学年
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月24日

科目名 保健指導法Ⅲ

授業回数 年月日 授業内容

第1回 6月9日（火）
3限・4限 特別な配慮を有する対象者に応じた対応法

第2回 6月12日（金）
1限・2限 有病者の対応法

第3回 7月17日（金）
1限・2限 訪問歯科における口腔健康管理・栄養管理

第4回 9月16日（水）
3限・4限 周術期の口腔健康管理

第5回 10月14日（水）
3限・4限

マナボットを使用したアセスメント・口腔ケア／症例演習（アセスメント・口腔健康管

第6回 10月27日（火）
3限・4限

マナボットを使用したアセスメント・口腔ケア／症例演習（アセスメント・口腔健康管

第7回 11月12日（木）
1限・2限 地域保健活動の理解

第8回 11月26日（木）
1限・2限 口腔機能発達不全症

第9回 12月1日（火）
1限・2限 定期試験

第10回 12月7日（月）
3限・4限 試験フィードバック
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2026年度  3学年 授業計画
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月31日

科目名 ３栄養指導

分野 担当教員 単位 規定時間 実施予定時間 履修年次 開講学期

専門 平井 美樹夫 1 18時間 15（20） 3学年 前期後期

一般目標・行動目標

一般目標
適切な歯科保健指導を行うために、食習慣とう蝕や歯周病との関連、全身の健康状態の把握、食べる事の始まりが口であ
ることから、食・栄養に関する基礎的な知識を習得する。
行動目標
1	食生活の現状の問題点とその対応施策について説明できる
2	栄養素の働きを説明できる
3	栄養素別の消化吸収について説明できる
4	日本人の食事摂取基準から必要なエネルギーや栄養素の量を推測することができる
5	食品成分表から実際に摂取したエネルギーや栄養素の量を推測することができる
6	健康状態を口腔機能や食・栄養と組み合わせて評価できる
7	健康状態を維持回復するための栄養・食品・食べ方について説明できる
8	ライフステージに合わせたエネルギーや栄養素の説明ができる
9	疾病等の症状に配慮した栄養の取り方を説明できる
10	栄養士と連携できるように栄養ケア・マネジメントを理解する

評価方法

定期試験

教科書

人体の構造と機能3　栄養学　一般社団法人全国歯科衛生士教育協議会監修　医歯薬出版

参考図書

 

実務経験のある教員による授業科目の概要

管理栄養士で、山梨県職員として、保健所、健康増進課、県立病院で歯科保健とも関わってきた。

備考
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2026年度  3学年
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月31日

科目名 ３栄養指導

授業回数 年月日 授業内容

第1回 9月16日（水）
1限・2限 栄養学と歯科衛生士、食生活を取り巻く施策、栄養素の種類と働き、栄養素の消化吸収

第2回 10月7日（水）
1限・2限 食事摂取基準と食品の安全、前半まとめ、小テストと解説、食事と食品

第3回 10月14日（水）
1限・2限 ライフステージごとの対応、調理形態と栄養状態

第4回 10月21日（水）
1限・2限 栄養ケア・マネジメント、後半まとめ、小テストと解説

第5回 10月28日（水）
1限・2限 期末テスト実施、期末テスト解説、他職種連携、様々な事例検討
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2026年度  3学年 授業計画
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年04月03日

科目名 歯科診療補助法Ⅲ

分野 担当教員 単位 規定時間 実施予定時間 履修年次 開講学期

専門 輿石 信子 1 30時間 36（48） 3学年 前期後期

一般目標・行動目標

〈一般目標〉
円滑な歯科診療補助を行うために必要な知識・技術・態度を身につける

〈行動目標〉
（１）コンポジットレジン修復ができる
（２）補綴治療の診療補助（精密印象・咬合採得・石膏模型作製）ができる
（３）保存修復・歯内療法・歯科矯正の診療補助が理解できる
（４）プロビジョナルレストレーションを筆積みで作製することができる
（５）咽頭吸引・摂食嚥下訓練ができる
（６）口腔機能管理が理解できる
（７）有病者への対応方法が理解できる

評価方法

定期試験（筆記・実技）、プレ・ポストテスト、提出物、授業態度等により 総合的に評価

教科書

歯科衛生学シリーズ　「歯科診療補助論」　保存修復・歯内療法」　「歯科補綴」　「歯科矯正」
「高齢者歯科」　「臨床検査」　

参考図書

ポイントチェック⑤

実務経験のある教員による授業科目の概要

歯科衛生士として実務経験のある教員が講義を行っている

備考
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2026年度  3学年
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年04月03日

科目名 歯科診療補助法Ⅲ

授業回数 年月日 授業内容

第1回 4月17日（金）
3限・4限 ①摂食訓練（直）

第2回 6月8日（月）
1限・2限 ②鋳造修復の診療補助（寒天印象、咬合採得、模型作製）（相互）

第3回 6月11日（木）
1限・2限 プロビジョナルレストレーション作製Ⅲ（筆積み法）

第4回 6月11日（木）
3限・4限 歯科領域の臨床検査

第5回 6月12日（金）
3限・4限 国試下位決め

第6回 7月17日（金）
3限・4限 ③口腔機能管理

第7回 7月21日（火）
1限・2限 保存修復（CR充填模型実習）、歯内療法の診療補助

第8回 7月30日（木）
1限・2限 矯正治療の診療補助

第9回 10月29日（木）
3限・4限 ④摂食訓練（間）・咽頭吸引

第10回 12月3日（木）
1限・2限 定期試験（筆記・実技）

第11回 12月10日（木）
3限・4限 フィードバック

第12回 12月15日（火）
3限・4限 国試特講

第13回 12月21日（月）
1限・2限 国試特講
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2026年度  3学年 授業計画
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月28日

科目名 臨床検査法

分野 担当教員 単位 規定時間 実施予定時間 履修年次 開講学期

専門 長田 美智子 1 15時間 18（24） 3学年 前期後期

一般目標・行動目標

一般目標
　臨床検査の目的と意義を理解し，歯科診療の現場における患者の身体的状況を把握するため，検査データの表す意味と
関連疾患について学び，適切かつ安全な歯科診療補助を行える知識を習得する．
行動目標
（１）臨床検査の倫理と安全性を説明できる．
（２）検査結果の評価と解釈について理解し説明できる
（３）生体検査の種類と測定の意義を説明できる．
（４）検体検査の各項目について．その意義と基準値を説明できる．
（５）検体検査の異常値を示す主な疾患・病態とその原因を説明できる．
（６）口腔領域の臨床検査について，その項目と意義が説明できる．
（７）主要な疾患をもつ患者に対する歯科治療上の注意が説明できる．

評価方法

定期試験と小テストの総合評価

教科書

歯科衛生学シリーズ　臨床検査：医歯薬出版株式会社

参考図書

なし

実務経験のある教員による授業科目の概要

臨床検査技師として実務経験のある教員が講義を行っている

備考
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2026年度  3学年
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月28日

科目名 臨床検査法

授業回数 年月日 授業内容

第1回 9月14日（月）
1限・2限

臨床検査と歯科衛生士の役割，検査データの評価法と結果の解釈

第2回 9月28日（月）
1限・2限

血液学的検査（赤血球・白血球検査，凝固線溶系検査）

第3回 10月5日（月）
1限・2限

感染症の検査（微生物学的検査，感染症に関わる検査）

第4回 10月26日（月）
1限・2限

肝機能の検査，肝機能の検査に関わる疾患

第5回 11月9日（月）
1限・2限

免疫・血清学的検査（アレルギー検査，自己免疫性疾患の検査）

第6回 11月16日（月）
1限・2限

画像検査，口腔領域の臨床検査（口臭検査・味覚検査．口腔カンジダ症の検査）
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2026年度  3学年 授業計画
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年04月06日

科目名 救急法

分野 担当教員 単位 規定時間 実施予定時間 履修年次 開講学期

専門 日赤 指導員 1 30時間 24（32） 3学年 前期後期

一般目標・行動目標

〈一般目標〉
不慮の事故や急病に対する基本的な知識と技術を習得する。
〈行動目標〉
(1)救急法の基本的な知識を手順に基づいて理解でき、手当の基本について、観察、保温の実技ができる。
(2)救命の連鎖の重要性を一次救命処置（心肺蘇生法、AEDを用いた除細動及び気道異物除去）の内容を理解でき、心肺
蘇生法、AEDを用いた除細動及び気道異物除去の実技（手順と手技）が確実にできる。
(3)日常生活の中で、緊急度や頻度の高い病気の症状に対する応急手当を理解できる。
(4)外傷、骨折に対する適切な手当てを理解でき、行うことができる。
(5)搬送の重要性を理解でき、状況に応じた搬送を行うことができる。
(6)災害時の対応について理解でき、救急法で身につけた基本的な実技を総合的に活用し、適切な手当てを行うことがで
きる。

評価方法

検定（学科・実技）

教科書

赤十字救急法講習教本

参考図書

 

実務経験のある教員による授業科目の概要

日本赤十字社救急法指導員として実務経験のある教員が講義うを行っている。

備考
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2026年度  3学年
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年04月06日

科目名 救急法

授業回数 年月日 授業内容

第1回 11月17日（火）
1限・2限 事故防止、手当の基本、心肺蘇生法、AEDの使用法、気道異物除去

第2回 11月17日（火）
3限・4限 事故防止、手当の基本、心肺蘇生法、AEDの使用法、気道異物除去

第3回 11月18日（水）
1限・2限 事故防止、手当の基本、心肺蘇生法、AEDの使用法、気道異物除去

第4回 11月18日（水）
3限・4限 事故防止、手当の基本、心肺蘇生法、AEDの使用法、気道異物除去

第5回 11月19日（木）
1限・2限 急病、けが、傷の手当、骨折の手当、搬送、救護について

第6回 11月19日（木）
3限・4限 急病、けが、傷の手当、骨折の手当、搬送、救護について

第7回 11月20日（金）
1限・2限 急病、けが、傷の手当、骨折の手当、搬送、救護について

第8回 11月20日（金）
3限・4限 急病、けが、傷の手当、骨折の手当、搬送、救護について　　　
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2026年度  3学年 授業計画
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月25日

科目名 社会保険

分野 担当教員 単位 規定時間 実施予定時間 履修年次 開講学期

専門 渡辺 則 1 27時間 24（32） 3学年 前期後期

一般目標・行動目標

〈一般目標〉
　　社会保障制度における医療保険について理解し、知識を習得する。

〈行動目標〉
（1）日本の医療保障制度を理解し、説明できる。
（2）歯科における傷病名とその略号を理解できる。
（3）歯科診療報酬明細書が理解できる。
（4）診療録から診療報酬明細書が作成できる。
（5）レセプトコンピューターが操作できる。

評価方法

（１）学習意欲、態度。
（２）筆記試験

教科書

デンタルスタッフのための「歯科保険診療ハンドブック」　全国保険医団体連合会

参考図書

歯科衛生士のための「衛生行政・社会福祉・社会保険」　医歯薬出版株式会社

実務経験のある教員による授業科目の概要

歯科医師として実務経験のある教員が講義を行っている

備考
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2026年度  3学年
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月25日

科目名 社会保険

授業回数 年月日 授業内容

第1回 4月15日（水）
3限・4限 日本の社会保障制度について　総論・各論

第2回 4月22日（水）
3限・4限 医療保障と医療保険制度

第3回 5月13日（水）
3限・4限

被用者保険と国民健康保険

第4回 5月20日（水）
3限・4限

高齢者の医療保険と公費負担医療　介護保険と歯科のかかわり

第5回 6月3日（水）
3限・4限 保険請求事務・傷病名その他の略称・手書きレセプト作成

第6回 6月10日（水）
3限・4限 レセコン実習

第7回 6月17日（水）
3限・4限 レセコン実習

第8回 6月24日（水）
3限・4限

社会保険授業復習
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2026年度  3学年 授業計画
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年04月03日

科目名 臨地実習・臨床実習Ⅱ

分野 担当教員 単位 規定時間 実施予定時間 履修年次 開講学期

専門
櫻井 美里, 小澤 理佳, 佐藤 麻実, 輿石

信子, 塩澤 恵子
8 360時間 360（360） 3学年 前期

一般目標・行動目標

〈一般目標〉
歯科診療における歯科衛生士業務を修得するために臨床実習（臨地含む）を通じて、歯科衛生士として必要な知識、技術
及び態度（人間性）を身につける
〈行動目標〉
（1）歯科医療の概要を理解できる
（2）歯科衛生士の役割が理解できる
（3）患者およびスタッフとのコミュニケーションを積極的に行うことができる
（4）矯正治療の目的および歯科衛生士の役割を理解できる
（5）地域歯科保健活動における幼児歯科健診において幼児の特徴を理解し歯科衛生士の業務を理解できる
（6）要介護者施設での生活・口腔ケアの重要性を理解できる
（7）摂食嚥下（リ）ハビリテーションと障がい者歯科治療における歯科衛生士の役割を理解する
（8）障がい者の全身疾患・口腔内状態のアセスメントから口腔ケアを実践できる

評価方法

臨床実習講師による評価点、校内試験、事前事後を含む出席状況、提出物などにより総合評価とする

教科書

 

参考図書

おしごとハンドブック　歯科用語辞典（クインテッセンス出版）

実務経験のある教員による授業科目の概要

歯科医師・歯科衛生士として実務経験のある教員が講義・指導を行っている

備考

 

27



2026年度  3学年
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年04月03日

科目名 臨地実習・臨床実習Ⅱ

授業計画

4/20～6/2　　第3期歯科診療所での臨床実習
5/29　　　  　第3期事後・第4期事前
6/1              　 聖愛幼稚園実習
6/15～7/14　  第4期歯科診療所での臨床実習
7/31                 第4期事後・3期4期修了試験説明
9/18　　　　   第3期4期修了試験　
3期または4期　口腔保健センター見学実習（1日）※1.2期で実習していない学生のみ
3期または4期    高齢者施設実習（2日）
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2026年度  3学年 授業計画
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月26日

科目名 関連医学Ⅱ

分野 担当教員 単位 規定時間 実施予定時間 履修年次 開講学期

選択必修 藤井 英治 1 15時間 15（20） 3学年 前期

一般目標・行動目標

一般目標：全身疾患に伴って口腔内に発現する様々な臨床症状を理解する。
　　　　   全身疾患を有する患者さんの歯科治療時の留意点・チェックポイントを理解する。
行動目標：(１)診療前から患者さんの体調を的確に把握し、医師に伝えることができる。
　　　　　(２)口腔内所見観察し、患者さんの既往疾患や全身状態を推測できる。
　　　　　(３)治療中の患者さんの体調変化(血圧上昇あるいは下降、低血糖、過換気など）に対し機敏に対処し、
　　　　　　  バイタルサインをモニタリングできる。
　　　　   (４)糖尿病の患者さんに歯周病治療の必要性や意義を説明できる。

評価方法

模擬試験　定期試験

教科書

「歯科衛生士のための全身疾患ハンドブック」　　医歯薬出版

参考図書

「有病者の対応 チェアサイドSOSブック」　クインテッセンス出版　　

実務経験のある教員による授業科目の概要

歯科医師として実務経験のある教員が講義を行っている

備考
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2026年度  3学年
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月26日

科目名 関連医学Ⅱ

授業回数 年月日 授業内容

第1回 4月15日（水）
1限・2限 全身疾患が示す口腔内症状　　模擬試験

第2回 5月20日（水）
1限・2限 循環器疾患(高血圧症、虚血性心疾患)　　　模擬試験

第3回 5月27日（水）
1限・2限 脳血管障害、神経疾患、呼吸器疾患　　　模擬試験

第4回 6月3日（水）
1限・2限 代謝性疾患、消化器疾患、院内感染と標準予防策　　　模擬試験

第5回 6月10日（水）
1限・2限 がんの周術期ケア、妊娠、更年期障害　　　定期試験　フィードバック
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2026年度  3学年 授業計画
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月30日

科目名 上級技術Ⅰ

分野 担当教員 単位 規定時間 実施予定時間 履修年次 開講学期

選択必修 増田 裕美 1 15時間 15（20） 3学年 前期後期

一般目標・行動目標

口腔内を快適な状態に保つことは【食べる】【呼吸】【コミュニケーション】など、人々の尊厳ある人生を送るための役
割を担っています。要介護者の口腔内の環境は劣悪な状態の場合が多く、口腔機能の低下により全身への影響もある。そ
のため在宅や施設、病院での適切なケアが必要となる。全身の一部の口腔という視点で要介護者の疾患身体状況、環境を
理解した上で知識や個々のニーズ、技術などを学ぶ。
①要介護者の環境を知る基礎知識と専門職種の役割、多職種連携を理解できる。
②要介護者・家族を理解しコミュニケーションの取り方を考察できる。
③要介護者の日常生活自立度、認知度に合わせた口腔ケアの方法・用品の知識を習得する。
④機能的口腔ケアの実際や食支援への関わりを理解できる。

評価方法

出席、授業態度、テスト

教科書

 

参考図書

 

実務経験のある教員による授業科目の概要

歯科衛生士・介護支援専門員として実務経験のある教員が講義を行っている。

備考
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2026年度  3学年
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月30日

科目名 上級技術Ⅰ

授業回数 年月日 授業内容

第1回 10月6日（火）
1限・2限 要介護者と介護保険　介護予防　口腔機能向上支援　専門職種の役割　グループワーク

第2回 10月13日（火）
1限・2限 口腔衛生　高齢者の口腔内環境　器質的口腔ケア　グループワーク

第3回 10月20日（火）
1限・2限

自立度に合わせた口腔ケア　要介護者の全身状態　介護者とのコミュニケーション

第4回 10月27日（火）
1限・2限 介護保険での多職種との連携と歯科衛生士の役割　グループワーク

第5回 11月10日（火）
1限・2限 食支援　テスト
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2026年度  3学年 授業計画
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月25日

科目名 上級技術Ⅱ

分野 担当教員 単位 規定時間 実施予定時間 履修年次 開講学期

選択必修 松下 智恵 1 15時間 9（12） 3学年 前期後期

一般目標・行動目標

歯周基本治療の基本的な知識を理解し、臨床で対応できる学力を習得する。

評価方法

筆記試験・授業態度

教科書

 

参考図書

 

実務経験のある教員による授業科目の概要

 

備考
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2026年度  3学年
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月25日

科目名 上級技術Ⅱ

授業回数 年月日 授業内容

第1回 9月17日（木）
3限・4限

臨床に出る前に知っておいてほしいこと（１）

第2回 10月1日（木）
3限・4限

臨床に出る前に知っておいてほしいこと（２）

第3回 10月22日（木）
3限・4限

チュートリアル式症例検討
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2026年度  3学年 授業計画
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月25日

科目名 上級技術Ⅱ

分野 担当教員 単位 規定時間 実施予定時間 履修年次 開講学期

選択必修 福本 晃祐 1 15時間 3（4） 3学年 前期後期

一般目標・行動目標

歯周基本治療の基本的な知識を理解し、臨床で対応できる学力を習得する。

評価方法

筆記試験・授業態度

教科書

 

参考図書

 

実務経験のある教員による授業科目の概要

 

備考
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2026年度  3学年
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月25日

科目名 上級技術Ⅱ

授業回数 年月日 授業内容

第1回 11月12日（木）
3限・4限

さまざまな歯周外科について
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2026年度  3学年 授業計画
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月31日

科目名 ３歯科英語

分野 担当教員 単位 規定時間 実施予定時間 履修年次 開講学期

基礎 深沢 富久子 1 15時間 15（20） 3学年 前期後期

一般目標・行動目標

【一般目標】  
歯科衛生士として必要な基本的な臨床英会話を身につけ、英語しか話せない患者に対しても、さまざまな状況で円滑にコ
ミュニケーションが取れるようにする。また、適切な口腔衛生指導を英語で行える能力を養う。
【行動目標】
1．患者さんからの電話に英語で適切に対応できる。
２．受付時に、来院目的、保険証の有無、既往歴などの必要な情報を英語で聞き取ることができる。
３．患者さんから症状を英語で聞き取り、歯科医師に正確に伝えることができる。
４．患者さんの不安を軽減し、診察時に必要な指示を英語で適切に行うことができる。
５．ブラッシング指導など、口腔衛生に関する指導を英語で行うことができる。
6．患者さんからの質問に英語で答えることができる。
７．薬の説明を英語で適切に行うことができる。

評価方法

筆記試験、口頭試験、授業に取り組む態度を総合的に評価

教科書

English for Dental Hygienists  歯科英語の練習帳　萌文書林

参考図書

 

実務経験のある教員による授業科目の概要

 

備考
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2026年度  3学年
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月31日

科目名 ３歯科英語

授業回数 年月日 授業内容

第1回 7月1日（水）
3限・4限

・歯科医院への電話予約に応える表現

第2回 7月8日（水）
3限・4限

・診察後の受付での対応。次回の予約、薬の説明、会計の時に使う表現

第3回 7月15日（水）
3限・4限

・虫歯予防やホワイトニングなど歯の手入れに関する表現

第4回 7月22日（水）
3限・4限

・歯周病の予防と治療に関する表現

第5回 7月29日（水）
3限・4限

筆記試験
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2026年度  3学年 授業計画
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月30日

科目名 プレゼンテーション概論

分野 担当教員 単位 規定時間 実施予定時間 履修年次 開講学期

選択必修 矢野 泰宏 1 15時間 4.5（6） 3学年 前期後期

一般目標・行動目標

〔一般目標〕
必要な情報、意思の伝達を行ない、集団の意見を整理して発表するために、プレゼンテーションに対する基本的知識、技
術、態度を修得する。
〔行動目標〕
(1)グループディスカッションで得られた意見を、統合して発表できる。
(2)課題に対する自分の意見を決められた時間内と字数で発表できる。
(3)効果的なプレゼンテーションを行なう工夫ができる。
(4)質問に対して的確な応対ができる。
(5)他者のプレゼンテーションに対して優れた点と改良点を指摘できる。

評価方法

出席状況・受講態度を総合して評価する。

教科書

資料配布、USBメモリー

参考図書

 

実務経験のある教員による授業科目の概要

商業実務専門課程の専門学校教員・通産省情報処理技術者として実務経験のある教員が講義を行っている

備考
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2026年度  3学年
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月30日

科目名 プレゼンテーション概論

授業回数 年月日 授業内容

第1回 7月28日（火）
1限・2限

・スライドのレイアウト、文字サイズ、アニメーション等の確認

第2回 11月5日（木）
1限 ・スライドの確認
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2026年度  3学年 授業計画
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月28日

科目名 プレゼンテーション概論

分野 担当教員 単位 規定時間 実施予定時間 履修年次 開講学期

選択必修 井原 純平 1 15時間 6（8） 3学年 前期後期

一般目標・行動目標

＜一般目標＞
プレゼンテーション資料作成時に効果的な写真の撮影技術を習得する。
思いが伝わるプレゼンテーションの技術を習得する。
クリエイティブな思考法について学びを深める。

＜行動目標＞
（1）スマートフォンやデジタルカメラ等を用いて写真撮影の基礎知識・技術を習得する。
（2）プレゼンテーションで効果を発揮する写真の編集方法の基礎を身につける。
（3）クリエイティブな思考法を身につけ、プレゼンテーションに活用できる発想力を育む。

評価方法

授業態度及びレポートにて評価

教科書

 

参考図書

「ニュータイプの時代」山口周　「人生の経営戦略」山口周　
「半歩先を読む。思考法」落合陽一　「超クリエイティブ」三浦崇宏　「ありえない仕事術」上出遼平

実務経験のある教員による授業科目の概要

 

備考
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2026年度  3学年
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月28日

科目名 プレゼンテーション概論

授業回数 年月日 授業内容

第1回 10月21日（水）
3限・4限 スライドを用いた講義　「プレゼンテーションの基礎編」

第2回 10月28日（水）
3限・4限 スライドを用いた講義　「プレゼンテーションの応用編」
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2026年度  3学年 授業計画
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月25日

科目名 プレゼンテーション概論

分野 担当教員 単位 規定時間 実施予定時間 履修年次 開講学期

選択必修 国塩 哲紀 1 15時間 1.5（2） 3学年 前期後期

一般目標・行動目標

講師自身が勤務するプロフェッショナルオーケストラの歴史について紹介するので、パワーポイントと動画の活用方法や
、説明がわかりやすいかどうかなど、プレゼンテーションの具体的な例として見聞きし、また、過去に生徒から寄せられ
た悩みや質問に対する講師のコメントの仕方や内容を評価し、これらを参考にして生徒自らの説明能力やプレゼンテーシ
ョン能力向上に役立ててもらう。

評価方法

授業終了後、簡単なレポートを提出。

教科書

 

参考図書

 

実務経験のある教員による授業科目の概要

 

備考
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2026年度  3学年
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月25日

科目名 プレゼンテーション概論

授業回数 年月日 授業内容

第1回 11月5日（木）
2限 正確な情報を分かりやすく伝えるプレゼンテーション
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2026年度  3学年 授業計画
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月25日

科目名 プレゼンテーション概論

分野 担当教員 単位 規定時間 実施予定時間 履修年次 開講学期

選択必修 山形 由紀子 1 15時間 3（4） 3学年 前期後期

一般目標・行動目標

〈一般目標〉
日本語の正しい音声表現の技術・方法を理解し、歯科衛生士として現場に即した「声でわかりやすく伝える技術」を習得
する。
人前で話す際にふさわしいコミュニケーション能力を身につける。
1対1、1対数人、1対大勢。それぞれの場合における発声・発話方法の違いを理解するとともに、実践型発声レッスンに
よりそれらに適した表現力を育む。
〈行動目標〉
（１）腹式呼吸を理解・習得し、相手に伝わる話し方を身につける。
（２）正しい発声練習を通して、明瞭な話し方について理解できる。
（３）聞き手にふさわしい音量やテンポを知り、実践できる。
（４）インプロ（即興）から拡散的な思考につなげ、相手に寄り添い受け止められる。
（５）プレゼンテーションをする際の、全体に届く声の作り方・言葉の表現力を把握できる。

評価方法

実技及びレポート提出

教科書

 

参考図書

「正しい発声とつたえる力」（子どもの未来社）

実務経験のある教員による授業科目の概要

 

備考

正しい発声法を理解することで、社会に出てからの宝となる「自分の声で伝える力」を身につけましょう。
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2026年度  3学年
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月25日

科目名 プレゼンテーション概論

授業回数 年月日 授業内容

第1回 11月5日（木）
3限・4限

第一印象を良くする発声。腹式呼吸の実践。演習（基本の発声練習・母音の口の形・早
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2026年度  3学年 授業計画
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月25日

科目名 ウェルネストレーニングⅡ

分野 担当教員 単位 規定時間 実施予定時間 履修年次 開講学期

選択必修 宮﨑 輝 1 15時間 9（12） 3学年 前期後期

一般目標・行動目標

Hip-Hopダンスを通して、楽しく身体を動かす大切さを学び、コミュニケーション能力の向上と集団での行動能力、表現
力を身につける。

評価方法

授業への取り組み方、出席日数

教科書

 

参考図書

 

実務経験のある教員による授業科目の概要

 

備考
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2026年度  3学年
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月25日

科目名 ウェルネストレーニングⅡ

授業回数 年月日 授業内容

第1回 6月5日（金）
1限・2限 新入生歓迎スポーツレクリエーション

第2回 6月5日（金）
3限・4限 新入生歓迎スポーツレクリエーション

第3回 7月16日（木）
4限 ヒップホップダンス体験

第4回 7月23日（木）
4限 ヒップホップダンス体験
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2026年度  3学年 授業計画
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月30日

科目名 ウェルネストレーニングⅡ

分野 担当教員 単位 規定時間 実施予定時間 履修年次 開講学期

選択必修 坂田 史麻 1 15時間 3（4） 3学年 前期後期

一般目標・行動目標

◎一般目標
太極拳の基本を学ぶ
⚪︎心（調心）　日常の思いから離れて、意識や感覚を集中させる。
⚪︎息（調息）　呼吸は、自然によどみなく行うように、コントロールする。
⚪︎動（調身）　姿勢を正しく保ちながら、ゆっくりとどまることなく動く。
学習者は、心息動を調える太極拳を通して、医療現場を始め、いかなる状況においても、自己の意念により、心身の健康
を保つ術を習得する。
◎行動目標
⚪︎学習者が、太極拳の原則を理解する。
⚪︎学習者が、太極拳の原則を理解したうえで、太極拳を舞う。
⚪︎学習者が、太極拳を舞うことを通じて、太極拳の原則を医療現場等で生かす術を習得する。

評価方法

⚪︎出席
⚪︎授業態度

教科書

無

参考図書

無

実務経験のある教員による授業科目の概要
2021年4月　公園太極拳主催（〜2022年3月）
2021年7月　山梨英和大学メイプルカレッジ　気功ゼミ課外講師
2022年4月　特定非営利活動法人日本健康太極拳協会　山梨県支部
　　　　　　（現・特定非営利活動法人日本健康太極拳協会公認　楊名時八段錦・太極拳　山梨県支部）理事（現任）
2022年4月　楊名時太極拳　白根教室　開業
2025年4月　株式会社カルチャー　楊名時太極拳講師（現任）

備考

下記、設置ある場合、利用希望
⚪︎CD再生機器
⚪︎ホワイトボード
⚪︎全身鏡
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2026年度  3学年
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月30日

科目名 ウェルネストレーニングⅡ

授業回数 年月日 授業内容

第1回 7月21日（火）
3限

⚪︎太極拳二十四式

第2回 7月28日（火）
3限

⚪︎太極拳二十四式
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2026年度  3学年 授業計画
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月25日

科目名 ウェルネストレーニングⅡ

分野 担当教員 単位 規定時間 実施予定時間 履修年次 開講学期

選択必修 上矢 なぎさ 1 15時間 3（4） 3学年 前期後期

一般目標・行動目標

・生活の中に運動を取り入れることにより、心身の健康の維持並びに体力の向上を図る。
・体の動きを通し、心身の変化（体調不良や疲れ、ストレスなど）に気づきやすい状態を身につける。

評価方法

授業態度、出席日数

教科書

 

参考図書

 

実務経験のある教員による授業科目の概要

 

備考
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2026年度  3学年
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月25日

科目名 ウェルネストレーニングⅡ

授業回数 年月日 授業内容

第1回 7月21日（火）
4限

アーサナと呼吸法で、自律神経のオン/オフの働きを調整し、脳疲労や過緊張を改善す

第2回 7月28日（火）
4限

疲れや悩みなど心身の様子にフォーカスしながら、ヨガで大切とされる安定と解放を動
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2026年度  3学年 授業計画
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月26日

科目名 ウェルネストレーニングⅡ

分野 担当教員 単位 規定時間 実施予定時間 履修年次 開講学期

選択必修 ベッスィー Y・杉山 1 15時間 3（4） 3学年 前期

一般目標・行動目標

一般目標：ハワイアンミュージックに合わせて仲間と共にフラダンスを踊ることで、心のやすらぎとストレス解消を目指
す。
行動目標：有酸素運動により肺機能を向上させる。
　　　　　体幹を鍛えることで姿勢の改善を目指す。

評価方法

出席日数と授業態度

教科書

なし

参考図書

なし

実務経験のある教員による授業科目の概要

 

備考
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2026年度  3学年
山梨歯科衛生専門学校

登録日: 2026年03月26日

科目名 ウェルネストレーニングⅡ

授業回数 年月日 授業内容

第1回 7月16日（木）
3限 フラダンスの歴史　振付に意味があることを知り、みんなで踊ってみよう！

第2回 7月23日（木）
3限 最近のフラダンスを知り、みんなで踊ってみよう！
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一般社団法人 山梨県歯科医師会立 

山梨県歯科衛生専門学校 
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